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はじめに

このたびは、 ペンタ ッ クス ・デジタルカ メ ラOptio E50をお買い上げいただ
き誠にありがと うございます。 本製品の機能を十分活用していただ く ため
に、ご使用になる前に本書をよ くお読みく ださい。また本書をお読みになっ
た後は必ず保管して く ださい。 使用方法がわからな く なったり、 機能につ
いてもっと詳し く知りたいときにお役に立ちます。

著作権について

本製品を使用して撮影した画像は、 個人で楽しむなどの他は、 著作権法により、
権利者に無断で使用できません。 なお、 実演や興行、 展示物の中には、 個人と
して楽しむ目的があっても、 撮影を制限している場合がありますのでご注意く
ださい。 また著作権の目的となっている画像は、 著作権法の規定による範囲内
で使用する以外は、 ご利用いただけませんのでご注意ください。

商標について

PENTAXおよびペンタ ックス、 Optioおよびオプテ ィオはHOYA株式会社の登録
商標です。

SDHCロゴは商標です。
本製品はPRINT Image Matching IIIに対応しています。 PRINT Image Matching
対応プリンターでの出力及び対応ソフ トウェアでの画像処理において、 撮影時
の状況や撮影者の意図を忠実に反映させることが可能です。なお、PRINT Image
Matching IIIより前の対応プリンターでは、 一部機能が反映されません。
PRINT Image Matching、 PRINT Image Matching II、 PRINT Image Matching III
に関する著作権はセイコーエプソン株式会社が所有しています。
その他、 記載の商品名、 会社名は各社の商標もし くは登録商標です。

本機を使用するにあたって

• 強い電波や磁気を発生する施設などの周囲では、カ メラが誤動作を起こす場合
があります。

• 液晶モニターに使用されている液晶パネルは、非常に高度な精密技術で作られ
ています。 99.99％以上の有効画素数がありますが、 0.01％以下の画素で点灯
しないものや常時点灯するものがありますので、 あらかじめご了承ください。
なお、 記録される画像には影響ありません。

PictBridgeについて

PictBridgeは、 プリンターとデジタルカメ ラを直接接続して、 画像をプリン トア
ウトするダイレク ト プリン トの統一規格で、 カ メ ラ側から簡単な操作で画像を
プリン トできます。

本文中のイラス トおよび液晶モニターの表示画面は、 実際の製品と異なる場合
があります。

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づく クラ
スB情報技術装置です。 この装置は、 家庭環境で使用されることを目的としています
が、 この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引
き起こすことがあります。使用説明書にしたがって、正しい取り扱いをして ください。



この製品の安全性については充分注意を払っておりますが、 下
記マークの内容については特に注意をしてお使い く ださい。

 警告

• カメ ラを分解・改造などしないで く ださい。カ メラ内部に高電圧部が
あり、 感電の危険があります。

• 落下などにより、カ メラ内部が露出したときは、絶対に露出部分に手
をふれないで く ださい。 感電の危険があります。

• SD メモリーカードは、 乳幼児の手の届く ところに置かないで くださ
い。誤って飲み込む恐れがあります。万一、飲み込んだと思われる場
合は、 直ちに医師にご相談く ださい。

• スト ラ ップが首に巻き付く と危険です。小さなお子様がスト ラ ップを
首に掛けないようにご注意く ださい。

• ACアダプターは、必ず専用品を指定の電源・電圧でご使用ください。
専用品以外のACアダプターをご使用になったり、 専用のACアダプ
ターを指定以外の電源・電圧でご使用になると、 火災・感電・故障の
原因になります。

• 使用中に煙が出ている、 変なにおいがするなどの異常が発生した場
合、 すぐに使用を中止して電池またはACアダプターを取り外したう
え、サービス窓口にご相談く ださい。そのまま使用すると、火災や感
電の原因となります。

ご注意ください

警告 このマークの内容を守らなかった場合、 人が重
大な傷害を受ける可能性があることを示すマー
クです。

注意 このマークの内容を守らなかった場合、 人が軽
傷または中程度の傷害を受けたり、 物的損害の
可能性があることを示すマークです。

本体について
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 注意

• 電池をシ ョート させたり、火の中に入れないで く ださい。また、分解
しないで く ださい。 破裂 ・発火の恐れがあります。

• 充電式のニッ ケル水素電池以外は充電しないでく ださい。 破裂・ 発火
の恐れがあります。 このカメ ラに使用できる電池の種類で、 ニッ ケル
水素電池以外は充電ができません。

• ストロボの発光部に手を密着させたまま発光させないで く ださい。や
けどの恐れがあります。

• スト ロボの発光部を衣服などに密着させたまま発光させないで く だ
さい。 変色などの恐れがあります。

• 電池の液が目に入ったときは、失明の恐れがありますので、こすらずに
すぐにきれいな水で洗ったあと、直ちに医師の治療を受けて ください。

• 電池の液が皮膚や衣服に付着したときは、皮膚に障害をおこす恐れが
ありますので、 すぐにきれいな水で洗い流して く ださい。

• 万一、 カメ ラ内の電池が発熱・発煙を起こした時は、速やかに電池を
取り出して く ださい。 その際は、 やけどに充分ご注意く ださい。

• このカメ ラには、使用していると熱を持つ部分があります。その部分
を長時間持ちつづけると、低温やけどを起こす恐れがありますのでご
注意く ださい。

• 万一液晶が破損した場合、ガラスの破片には十分ご注意く ださい。中
の液晶が皮膚や目に付いたり、口に入らないよう十分にご注意くださ
い。

• お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じる
ことがあります。異常が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師の診
察を受けて く ださい。

• このカメ ラは、単3形アルカリ 電池、単3形リ チウム電池、単3形ニッケル
水素電池、単3形ニッ ケルマンガン電池のいずれか2本を使用します。こ
れら以外の電池は使用しないでく ださい。カメ ラの性能が十分に発揮
できない場合や、電池の破裂、発火の原因となることがあり ます。

• 単3形アルカリ電池、単3形リチウム電池、単3形ニッケルマンガン電
池は充電ができません。また電池は分解しないで く ださい。無理に充
電や分解をすると、 破裂や液漏れの原因となります。

• 電池を交換するときは、 メーカー、種類、容量の異なる電池を混ぜて
入れないで く ださい。また、新しい電池と古い電池を混ぜて入れない
で く ださい。 電池の破裂、 発火の原因となります。

• 電池の 「＋」 と 「－」 の向きを間違えて入れないで く ださい。電池の
破裂、 発火の原因となります。

電池の取り扱いについてのご注意



 注意

• AC コードの上に重いものを載せたり、 落としたり、 無理にまげたり
してコードを傷めないで く ださい。 もし ACコードが傷んだら、 当社
お客様相談センター、 またはお客様窓口にご相談く ださい。

• コンセン トに差し込んだまま、 AC コードの接続部をシ ョート させた
り、 さわったり しないで く ださい。

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで く ださい。感電の原因とな
ります。

• 強い衝撃を与えたり、落としたり しないで く ださい。故障の原因とな
ります。

• 海外旅行にお出かけの際は、国際保証書をお持ち く ださい。また、旅
行先での問い合わせの際に役立ちますので、製品に同梱しております
ワールドワイ ド ・ サービス ・ ネッ トワークも一緒にお持ち く ださい。

• 長時間使用しなかったときや、大切な撮影 （結婚式、旅行など） の前
には、必ず試し撮りをしてカメラが正常に機能しているかを確認して
く ださい。 万一、 カ メラや記録媒体 （SD メモリーカード） などの不
具合により、 撮影や再生、 パソコン等への転送がされなかった場合、
画像や音声などの記録内容の保証についてはご容赦く ださい。

• このカメ ラはレンズ交換式ではありません。レンズの取り外しはでき
ません。

• 汚れ落としに、シンナーやアルコール、ベンジンなどの有機溶剤は使
用しないで く ださい。

• 高温多湿の所は避けて く ださい。特に車の中は高温になりますのでカ
メ ラを車内に放置しないで く ださい。

• 防腐剤や有害薬品のある場所では保管しないで く ださい。また、高温
多湿の場所での保管は、カビの原因となりますので、乾燥した風通し
のよい場所に、 カメ ラケースから出して保管して く ださい。

• このカメ ラは防水カメラではありませんので、雨水などが直接かかる
所では使用できません。

• 強い振動・ シ ョ ック ・圧力などを加えないで ください。 オートバイ ・
車 ・船などの振動は、 ク ッシ ョ ンを入れて保護して く ださい。

• カメ ラの使用温度範囲は0℃～40℃です。

ACアダプターについて

取り扱い上の注意
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• 高温では液晶表示が黒く なることがありますが、常温に戻れば正常に
なります。

• 低温下では、液晶の表示応答速度が遅く なることもありますが、これ
は液晶の性質によるもので、 故障ではありません。

• 高性能を保つため、 1～2年ごとに定期点検にお出しいただ く ことを
お勧めします。

• 急激な温度変化を与えると、 カ メ ラの内外に結露し水滴が生じます。
カ メ ラをバッグやビニール袋などに入れ、温度差を少な く してから取
り出して く ださい。

• ゴミや泥・砂 ・ホコリ ・水 ・有害ガス ・塩分などがカメラの中に入ら
ないようにご注意く ださい。故障の原因になります。雨や水滴などが
付いたときは、 よ く拭いて乾かして く ださい。

• SD メモリーカードの取り扱いについては、 「SD メモリーカード使用
上の注意」 （p.24） をご覧く ださい。

• SD メモリーカードや内蔵メモリーに記録されたデータは、 カメラや
パソコン等の機能による消去やフォーマッ ト を行っても、市販の修復
ソフ ト を使用すると、データを再び取り出せることがあります。デー
タの取り扱いや管理は、 お客様の責任において行って く ださい。

• 破損や故障の原因になりますので、液晶モニターの表面を強く押さな
いで く ださい。

• カメ ラを腰のポケッ トに入れた状態で椅子などに座ると、カ メラが変
形したり液晶モニターが破損する恐れがありますのでご注意く ださ
い。

• 三脚使用時は、 ネジの締め過ぎに十分ご注意く ださい。
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本書は、 次の章で構成されています。

操作説明中で使用されている表記の意味は次のようになっています。

本書の構成

1 撮影を始める前に –––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
お買い上げ後、 写真を撮るまでの準備操作を説明しています。 撮影をはじめる

前に必ずお読みになり、 操作を行って ください。

2 クイックスタート –––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
一番簡単な撮影方法と再生方法を説明しています。 すぐに撮影、 再生したいと

きは、 このページをご覧ください。

3 操作の基本 –––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
各ボタンの機能、 メニューの設定方法など、 各機能に共通する操作について説

明しています。 詳しい内容は、 4章以降をご覧ください。

4 撮影する–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
さまざまな撮影の方法や、 撮影に関する機能の設定方法を説明しています。

5 再生する・消去する––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
静止画や動画をカ メラやテレビで再生する方法、 カ メ ラから消去する方法につ

いて説明しています。

6 画像編集する・印刷する ––––––––––––––––––––––––––––––––––
撮影した静止画の印刷方法や、 カ メ ラで編集する方法を説明しています。 撮影

した画像をパソコンへ保存する方法と ACDSee for PENTAXのインス トール方

法は別紙の 「PC接続ガイ ド」 を、 パソ コ ンでの画像の加工や印刷方法は、

ACDSee for PENTAXのヘルプをご覧ください。

7 音声を録音する・再生する ––––––––––––––––––––––––––––––––
このカ メ ラのマイクを使って音声を録音する方法 (ボイスレコーディ ングモー

ド )、 音声の再生のしかたを説明しています。

8 設定 ––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
カ メラに関する機能の設定方法について説明しています。

9 付録 ––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––
困ったときの対処のしかたや、 別売品の案内などをしています。

1 関連する操作の説明が記述されているページを記載しています。

知ってお く と便利な情報などを記載しています。

操作上の注意事項などを記載しています。
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このカメラの楽しみ方

Optio E50では、 撮りたいシーンや被写体に合わせた撮影を、 カンタン操
作で楽しめます。 ここではOptio E50の特長をご紹介します。 操作説明の
ページもあわせてご覧いただき、Optio E50の楽しさを味わって ください。

Optio E50は、 大き く 見やすい2.4型液晶モニターを搭載しています。
シーンに合わせた撮影や、 画像の再生 ・ 編集も、 液晶モニターに表示
されるアイコンを選ぶだけのカンタン操作です。
気軽に撮りたいときは、 （グリーンモード）。 むずかしい設定はなし、
ボタンひとつでいつでも撮れる便利なモードです。 （p.48）
撮影モード選びに迷ったら、 b （オート ピクチャーモード） を。 カ メ
ラが撮りたいシーンにピッ タ リなモードを選んで くれるので、 失敗も
ありません。 * （p.50）
* b （オート ピクチャーモード） では、 - （標準モード） 、 A （夜景モード） 、

q （風景モード）、 I （ポート レートモード） の中から最適な撮影モードが選

ばれます。

撮影も再生も、カメラがナビゲート！

めんどうな設定はカメラにまかせて。
グリーンモードを使うと、標準設定で手軽に撮影可能。



Optio E50では、お子様やペッ トの写
真をかわいいフレームを付けて撮影
できます。 （p.57） 撮った写真に後か
らフレームを合成するこ とももちろ
んOK! またパノ ラマ写真もパソコン
を使わずに簡単に撮影で き ます。
（p.59）

PictBridge対応のプリンターなら、 カ メ ラをUSB/AVケーブルでつない
でダイレク トにお気に入りの写真をプリン トできます。
せっかく撮った写真を家庭でプリン ト したいけど、 パソコンの操作は
どうも難し く て ・ ・ ・ なんてあきらめる必要はありません。

た く さん撮った画像の整理はたいへん。でもOptio  E50なら撮影日ごと
にカレンダー表示できるので、 アルバムをめ く るように、 大切な一枚
を見つけることができます。 （p.86）

パノラマ写真やフレーム付き写真が楽しい！

パソコンなしで、お手軽プリント！

撮った画像はカレンダーで表示！

フレームを使った記念写真に。
パノラマ撮影でダイナミック
な風景写真を。

パソコンを使わず、お手軽ラクラクプリント。
11
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前面

背面

各部の名称

シャ ッ ター
ボタン

スト ロボ

レンズス ト ラ ップ
取り付け部

電源スイッチ

マイク

セルフタイマーランプ

接続ケーブル
カバー

液晶モニター
（LCD）

電池／カードカバー

三脚ネジ穴

スピーカー

USB／AV
端子部

電源ランプ



操作部の名称

各ボタンの機能については、「ボタンのはたらき」（p.36～p.39）をご覧

ください。

シャ ッ ターボタン

電源スイッチ

4/Wボタン

十字キー

Qボタン

ズーム/w/x/f/yボタン

グリーン /iボタン

3ボタン
13
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静止画撮影モード 通常表示

撮影条件などを表示します。

静止画撮影モード フル表示

（説明のためにすべてを表示させたイラストで記載しています。）

画面表示の意味

1 撮影モードアイコン （p.45） 7 メモリー状態表示 （p.26）
2 ス トロボモード （p.69） + ： 内蔵メモリー （カードなし）
3 ド ライブモード （p.74～p.76） a ： SD メモリーカード
4 フォーカスモード （p.66） r ： カードロッ ク状態
5 手ぶれ警告表示 （p.73） 8 撮影可能枚数

（シャ ッ ターボタンを半押しした

ときのみ表示されます）

9 電池残量表示 （p.19）
10 フォーカスフレーム （p.31）

6 デジタルズーム表示 （p.65） 11 露出補正値 （p.72）
12 現在の日時 （p.29）

1 シャ ッ ター速度 3 記録サイズ （p.62）
（シャ ッ ターボタンを半押しした

ときのみ表示されます）

4 画質 （p.64）
5 ISO感度 （p.71）

2 絞り値 6 日付写し込み警告 （p.77）
（シャ ッ ターボタンを半押しした

ときのみ表示されます）

 2008/02 /022008/02 /022008/02 /02
F5.6
1 /250
F5.6
1/250

14:2514:2514:25+1.0+1.0+1.0

383838

12

1
2

6

3

8
9

10

11

7

4

5

DATEF2.8F2.8
1 /2501/250
F2.8
1/250

+1.0+1.0+1.0

383838

8M

100100ISOISO 100ISO

1
2

3
4
5

6



静止画再生モード フル表示

（説明のためにすべてを表示させたイラストで記載しています。）

撮影条件などを表示します。 A1～A10は 「通常」 表示、 「詳細情報」 表示のいず

れの場合も表示されます。 B1～B5は 「詳細情報」 表示のときにのみ表示されま

す。 （p.84）

通常表示時に、 ２秒間ボタン操作をしないと、 A5、 A8の表示は消えます。

「ボタン操作ガイド」について

操作中は液晶モニターに 「ボタン操作ガイド」 が表示されます。

「ボタン操作ガイ ド」 では、 ボタンは次のように表されます。

A1 再生モードアイコン （p.47） A8 撮影日時 （p.29）
A2 フォルダ番号 （p.125） A9 十字キー操作ガイ ド
A3 ファイル番号 A10 キーロック表示 （p.48）
A4 画像プロテク ト表示 （p.96） B1 記録サイズ （p.62）
A5 電池残量表示 （p.19） B2 画質 （p.64）
A6 音量表示 （p.120） B3 ISO感度 （p.71）
A7 メモリー状態表示 （p.26） B4 シャ ッ ター速度

+ ： 内蔵メモリー （カードなし） B5 絞り値

a ： SD メモリーカード

r ： カードロッ ク状態

十字キー （2） 2 ズームボタン

十字キー （3） 3 4/Wボタン

十字キー （4） 4 シャ ッ ターボタン

十字キー （5） 5 グリーン /iボタン |またはi

3ボタン

2008/02/022008/02/022008/02/02
F2.8F2.8
1/2501/250
F2.8
1/250

100-00380038100-0038

14:2514:2514:25

100100ISO 100ISO

8MB1 A5

A7

A8
A9

A2

B2
B3

B4
B5

A1
A4
A3

A6

A10

OK

SHUTTER

MENU
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1

撮影を始める前に

同梱品を確認しましょう

以下の同梱品が入っていることを確認して く ださい。

（※） の製品は、 別売アクセサリーと してもご用意しております。

その他の別売アクセサリーについては、 「別売アクセサリー一覧」 （p.138） をご
覧く ださい。

本体
Optio E50

ス ト ラ ップ

O-ST62 （※）

ソフ トウェア （CD-ROM）
S-SW77

USB/AVケーブル
I-UAV77 （※）

単3形アルカリ電池
（2本）

PC接続ガイド

使用説明書 （本書） 保証書
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ストラップを取り付けましょう

付属のスト ラ ップ （O-ST62） を取り付けます。

1 ストラップの細いひもの部分を、本体のストラップ取り付
け部に通す

2 ストラップの端を細いひもの輪にくぐらせて引き締める

1

2

17
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1

電源を準備しましょう

カメラに電池をセッ ト します。 電池は単3形アルカリ電池、 単3形リチ
ウム電池、 単3形ニッケル水素電池、 単3形ニッケルマンガン電池のい
ずれかを2本使用します。

1 電池／カードカバーを開ける
電池／カード カバーを1の方向に引き出します。 手を離すと、 2の
方向に自然に開きます。

2 電池の向きを電池室内の＋－表示に合わせて、挿入する

3 電池／カードカバーを閉めて、1と逆方向に水平に押し込む

電池の入れかた

• 単3形アルカリ電池、単3形リチウム電池、単3形ニッケルマンガン電

池は充電式ではありません。

• 電源スイッチがオンのときは、電池／カードカバーを開けたり、電池

を取り出したりしないでください。

• 長い間使わないときは、電池を取り出しておいてください。長期間入

れたままにしておくと、電池が液もれすることがあります。

• カメラの購入直後や、電池を取り出して長期間経過してから電池を入

れた直後に、電源スイッチを押すと「電池容量がなくなりました」の

メッセージが表示されることがありますが、異常ではありません。し

ばらく待ってから再度電源スイッチを押すと、正常に電源が入りま

す。また、このとき、日時の設定がリセットされることがあります。

• 電池は正しく入れてください。間違った向きに入れると、故障の原因

になります。また、電池の電極をよく拭いてから装填してください。
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• 静止画撮影可能枚数と再生時間の目安
（単3アルカリ電池使用時・23℃・液晶モニター点灯・電池交換時）

※1 ：撮影可能枚数は CIPA 規格に準じた測定条件による目安であり、 使用

条件により変わります。 （CIPA規格抜粋 ： 液晶モニター ON、 ス ト ロ
ボ使用率50％、 23℃）

※2 ：時間は当社の測定条件による目安であり、使用条件により変わります。

• 電池の残量表示
液晶モニターに表示されたwで、 電池の残量を確認できます。

長時間連続してご使用になるときは、ACアダプターキットK-AC62J（別

売）をご使用ください。（p.20）

静止画撮影枚数※1 再生時間※2

約250枚 約340分

• 使用環境温度が下がると、電池の性能が低下します。寒冷地で使用す

る場合は、予備の電池を用意して衣服の中で保温するなどしてご使用

ください。なお、低温によって低下した電池の性能は、常温の環境で

元に戻ります。

• 単3形アルカリ電池、単3形ニッケルマンガン電池は特性上、低温では

カメラの性能を十分に発揮できないことがあります。低温でご使用の

際は、単3形リチウム電池や単3形ニッケル水素電池の使用をお勧め

します。

• 海外旅行などの長期のおでかけ、寒冷地で撮影する場合や、大量に撮

影する場合は、予備電池をご用意ください。

画面表示 電池の状態

w （緑） 電池がまだ十分に残っています。

x （緑） 少し減っています。

y （黄） かなり減っています。

z （赤） 残量がほとんどありません。

「電池容量がな く なりました」 メ ッセージ表示後、 電源がオフとなります。

単3形ニッケルマンガン電池使用時、電池特性の関係で電池残量が正し

く表示されないことがあります。残量が少なくなった電池であっても、

電池残量表示がwになる場合があります。また、表示がwのまま、

警告なく電源がオフになることがあります。
19
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1

長時間ご使用になるときや、パソコンと接続するときは、ACアダプター
キッ ト K-AC62J （別売） を接続して、 家庭用電源でのご使用をおすす
めします。
※ACアダプターキッ ト K-AC62Jは、 ACアダプター D-AC62、 DCカプ

ラー D-DC51、 ACコードD-CO2Jのセッ トです。

1 ACアダプターのDC端子を、DCカプラーのDC入力端子に
接続する

2 カメラの電源が切れていることを確認してから、電池／
カードカバーを開ける
電池／カード カバーを1の方向に引き出します。 手を離すと、 2の
方向に自然に開きます。

3 DCカプラーの向きを電池室内の+-表示に合わせて、挿入
する

4 接続ケーブルで接続ケーブルカバーを押し開きながら、電
池／カードカバーを閉める
電池／カード カバーは、 1 と逆方向へ水平に押し込みます。 電池／

カード カバーが開かないよう、 奥までしっかり押し込んで く ださい。

5 ACコードをACアダプターに接続する

6 電源プラグをコンセントに差し込む

ご家庭の電源で使うには

ACコード

DC端子
DC入力端子

DCカプラー

接続ケーブル
カバー

接続ケーブル
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• AC アダプターを接続または外すときは、必ずカメラの電源が切れた

状態で行ってください。

• 電源および接続ケーブルはしっかりと差し込んでください。記録中に

ケーブルが外れると、データが破壊されることがあります。

• ACアダプターを使用する場合は、火災や感電に十分ご注意ください。

ご使用の前に、必ず「ご注意ください」（p.1）、「ACアダプターにつ

いて」（p.3）をお読みください。

• ACアダプターをご使用になるときは、ACアダプターキットK-AC62J
に同梱の使用説明書をあわせてご覧ください。
21
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1

SDメモリーカードを入れましょう

このカ メ ラで使用できるのは、 SD メモリーカードおよびSDHC メモ
リーカードです。 （使い方はいずれも同じです。 本書では以降SD メモ
リーカード と表記します。） 撮影した画像や録音した音声は、 カメラに
セッ ト したSD メモリーカードに記録されます。 SD メモリーカードを
セッ ト していないときは、 内蔵メモリーに記録されます。

• 未使用または他のカメラで使用したSDメモリーカードは、必ずこの

カメラでフォーマットしてからご使用ください。フォーマットについ

ては「SD メモリーカード／内蔵メモリーをフォーマットする」

（p.119）をご覧ください。

• SD メモリーカードをセットするときや取り出すときは、必ず電源を

オフにしてください。

撮影できる静止画の枚数は、使用するSDメモリーカードの容量と画像

の記録サイズ、画質によって異なります。（p.143）

データバックアップのおすすめ
内蔵メモリーに記録されたデータは、故障などの原因でまれに読み出しができ

な く なることがあります。大切なデータは、パソコンなどを利用して、内蔵メ

モリーとは別の場所に保存してお く こ とをおすすめします。

SD メモリーカードソケッ ト

SDメモリーカード
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1 電池／カードカバーを開ける
電池／カード カバーを1の方向に引き出します。 手を離すと、 2の

方向に自然に開きます。

2 SD メモリーカードのラベル面をカメラの液晶モニター側に
向け、カメラのSDメモリーカードソケットに挿入する
カードはカチッ と音がするまでしっかり押し込んで く ださい。カード

がしっかり入っていないと、画像や音声が正常に記録されないことが
あります。

3 電池／カードカバーを閉めて、1と逆方向へ水平に押し込
む

1 電池／カードカバーを開ける

2 SDメモリーカードを中に押し込む
SD メモリーカードが少し飛び出しますので、 そのまま引き抜いて く
ださい。

SDメモリーカードを取り出す
23
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1

SDメモリーカード使用上の注意
• SDメモリーカードには、ライ トプロテク ト
ス イ ッ チが付いています。 ス イ ッ チ を
LOCK側に切り替えると、 新たにデータを
記録、消去またはカードのフォーマッ ト を
するこ とが禁止され、 それまで保存した
データが保護されます。
液晶モニターではrと表示されます。

• カ メ ラ使用直後に SD メモリーカードを取り出すと、 カードが熱く なってい
る場合がありますのでご注意く ださい。

• SD メモリーカードへのデータ記録中や、 画像 ・音声の再生中、 またはUSB/
AVケーブルでパソコンと接続中には、 カードを取り出したり電源を切った
り しないで く ださい。 データの破損やカードの破損の原因となります。

• SD メモリーカードは、 曲げたり強い衝撃を与えないで く ださい。 また、 水
に濡らしたり、 高温になる場所に放置しないで ください。

• SD メ モリ ーカード のフォーマッ ト 中には絶対にカード を取り出さないで く
ださい。 カードが破損して使用できな く なることがあります。

• SD メモリーカードに保存したデータは、 以下の条件で消去される場合があ
りますので、 ご注意く ださい。 消去されたデータについては、 当社では一切
の責任を負いませんので、 あらかじめご了承く ださい。

（1） 使用者がSDメモリーカードの取り扱いを誤ったとき

（2） SDメ モリ ーカード を静電気や電気ノ イズのある場所に置いたとき

（3） 長期間カードを使用しなかったとき

（4） SDメモリーカードにデータ記録中、またはデータ読み出し中にカードを
取り出したり、 電池を抜いたとき

• SD メモリーカードを長期間使用しない場合、 保存したデータが読めな く な
ることがあります。必要なデータは、パソコンなどへ定期的にバックアップ
を取るようにして く ださい。

• 静電気や電気ノイズの発生しやすい場所での使用や保管は避けて く ださい。
• 急激な温度変化や、結露が発生する場所、直射日光のあたる場所での使用や
保管は避けて ください。

• 一部の書込み速度の遅い SD メモリーカードでは、 カードに空き容量があっ
ても動画撮影時に途中で撮影が終了したり、撮影、再生時に動作が遅く なる
場合があります。

• SD メモリーカードご購入の際は、 あらかじめ動作確認済みのものであるか
を当社ホームページでご確認いただ くか、お客様相談センターにお問い合わ
せく ださい。

• 未使用品や他のカメラで使用した SD メモリーカードは、 必ずフォーマッ ト
してからご使用く ださい。 フォーマッ トについては 「SD メモリーカード／
内蔵メモリーをフォーマッ トする」 （p.119） をご覧く ださい。

• フォーマッ ト したカードでも、市販の修復ソフ ト を使用すると、データを再
び取り出せることがあります。廃棄する際にはメモリーカード本体を物理的
に破壊する、 譲渡する際は市販のデータ消去専用ソフ ト などを使ってメモ
リーカード内のデータを完全に消去することをお勧めします。
メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理して ください。

ライ ト プロテク ト
スイッチ
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静止画の用途に合わせて、 「記録サイズ」 と 「画質」 を選びます。
記録サイズは 「8Ｍ」 「5M」 「4M」 「3M」 「2M」 「1024」 「640」 の7種類
から選べます。 画質は 「C(S.ファイン )」 「D(ファイン )」 「E(エ
コ ノ ミー )」 から選べます。 設定は、 「A撮影」 メニューで行います。

「記録サイズ」 と 「画質」 の組み合わせにより、 撮影できる静止画の枚
数が変わります。 詳し くは下記のページをご覧く ださい。

動画の用途に合わせて、 「記録サイズ」 と 「フレームレート」 を選びま
す。 記録サイズは 「640」 「320」 、 フレームレートは 「30fps」 「15fps」
から選べます。 設定は、 「A撮影」 メニューの 「動画」 で行います。

「記録サイズ」 と 「フレームレート」 の組み合わせにより、 撮影できる
時間が変わります。 詳し くは下記のページをご覧く ださい。

撮影できる静止画の枚数

記録サイズを選ぶ 1p.62

画質を選ぶ 1p.64

撮影枚数と時間 （静止画） 1p.143

動画を撮影できる時間

動画の撮影条件を決める 1p.82

撮影時間と録音時間 （動画/音声） 1p.144
25
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1

電源をオン／オフしましょう

1 電源スイッチを押す
液晶モニターが点灯し、レンズが前に繰り出してAモード （撮影モー
ド） で起動します。
カ メ ラの電源を入れたときに、 「Language／言語設定」 あるいは 「日
時設定」 の画面が表示された場合は、 p.28の手順に従って設定を行っ
て く ださい。

2 もう一度電源スイッチを押す
液晶モニターが消灯し、 レンズが収納されて電源がオフになります。

電源をオンにすると、カードチェ ックが自動的
に行われます。 SD メモリーカードがセッ ト さ
れていないと、 液晶モニターに+が表示され
ます。その場合、画像や音声は内蔵メモリーに
記録されます。
またSD メモリーカードのライ ト プロテク トス
イッチがLOCKになっていると、 aのかわりに
rが表示されます。ロック状態では画像や音声
の記録はできません。

撮影モードで電源をオンにする

カードチェック

カ メ ラの購入直後や、電池を取り出して長期間経過してから電池を入れた直後
に、電源スイッチを押すと 「電池容量がな く なりました」 のメ ッセージが表示
されることがありますが、異常ではありません。 しばら く待ってから再度電源
スイッチを押すと、正常に電源が入ります。 また、 この場合は日時などの設定
が初期化されていることがありますので、p.29の手順に従って設定をしなおし
て く ださい。

電源スイッチ

Qボタン

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

383838
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メモリー状態表示
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Optio E50では、 レンズを収納させたまま、 再生モードで起動させるこ
とができます。 撮影はせずに、 画像や音声を再生したいときに使いま
す。

1 Qボタンを押しながら、電源スイッチを押す
レンズは収納されたまま液晶モニターが点灯し、Qモード （再生モー
ド） で起動します。

2 もう一度Qボタンを押すか、シャッターボタンを半押しす
る
Aモード （撮影モード） に切り替わります。

再生モードで電源をオンにする

静止画を再生する 1p.33
27
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1

初期設定をしましょう

お買い上げ後、 最初にお使いになる前に、 まず言語と日時を設定して
く ださい。

カ メ ラの電源を入れたときに、 「Language/ 」 の画面が表示された
ら、 下記の 「言語を選ぶ」 の手順で言語を 「日本語」 に、 「日時を設定
する」 （p.29） の手順で日時を現在の日時に設定して ください。
「日時設定」 の画面が表示されたら、 「日時を設定する」 （p.29） に進ん
で く ださい。

1 十字キー（2345）で「日本語」を
選ぶ

2 4ボタンを押す
「日時設定」 画面が表示されます。
次に 「日時を設定する」 へ進み、 日付表示スタイル、 現在の日付と時

刻を設定します。

言語を選ぶ

4ボタン

3ボタン

十字キー

MENU

Engl ish

Neder lands

Svenska

I ta l iano

Dansk

OK

Deutsch
Polski

Magyar

Suomi
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日付の表示スタイルと現在の日付、 時刻を設定します。

1 十字キー（5）を押す
選択枠が 「年/月/日」 に移動します。

2 十字キー（23）を押して、日付の
表示スタイルを設定する

3 十字キー（5）を押す
選択枠が 「24h」 に移動します。

4 十字キー（23）を押して、「24h」
（24時間表示）または「12h」（12時
間表示）を設定する

5 十字キー（5）を押す
選択枠が 「表示スタイル」 に戻ります。

6 十字キー（3）を押す
選択枠が 「日付」 に移動します。

7 十字キー（5）を押す
選択枠が 「西暦年」 に移動します。

8 十字キー（23）を押して、西暦年
を設定する
同様に 「月」 「日」 を設定します。
続いて時刻欄を設定します。
手順4で 「12h」 を選択した場合は、 時刻調

整に連動してAM／PMが切り替わります。

日時を設定する

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h
29
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1

9 4ボタンを押す
撮影できる状態になります。

「日時設定」の途中でMENUボタンを押すと、日時設定がキャンセルさ

れます。そのまま撮影を始めることができますが、次回カメラの電源を

入れたときに、また「日時設定」画面が表示されます。

• 手順9で4ボタンを押すと、0秒にセットされます。時報に合わせて

4ボタンを押すと、秒単位まで正確な日時設定が行えます。

• ここで設定した「言語」と「日時」は、後から変更できます。「言語」

の変更についてはp.124、「日時」の変更は、p.122をご覧ください。

• 初期設定で言語を選ぶと、ビデオ出力方式が自動的に次のように設定

されます。お使いの地域の方式と異なるときは、「ビデオ出力方式を

選択する」（p.127）を参照して、変更してください。

言語 ビデオ出力

英語 （English） NTSC
フランス語 （ ） PAL
ド イツ語 （Deutsch） PAL
スペイン語 （ ） PAL
ポルトガル語 （ ） PAL
イタ リア語 （Italiano） PAL
オランダ語 （Nederlands） PAL
デンマーク語 （Dansk） PAL
スウェーデン語 （Svenska） PAL
フ ィ ンラン ド語 （Suomi） PAL
ポーランド語 （Polski） PAL
チェコ語 （ ） PAL
ハンガリー語 （Magyar） PAL
トルコ語 （ ） PAL
ロシア語 （ ） PAL
タイ語 （ ） PAL
韓国語 （ ） NTSC
中国語 ・ 繁体字 （ ） PAL
中国語 ・ 簡体字 （ ） PAL
日本語 （日本語） NTSC
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静止画を撮影する

最も標準的な撮影方法を説明します。 ス ト ロボは、 明るさに応じて自
動的に発光します。

1 電源スイッチを押す
電源がオンになり、静止画が撮影できる状態になります。本書ではこ

の状態を、 Aモード （撮影モード） と呼びます。

2 液晶モニターで写す範囲を決める
カ メ ラはフォーカスフレーム内でピン ト合わせをします。
ズームボタンを押すと、 被写体の写る範囲が変わります。

x ：被写体を拡大して写す

w ：被写体を広い範囲で写す

3 シャッターボタンを半押しする
フォーカスフレームの色で、 ピン トが合っ
ているか確認します。

ピン トが合う と、 緑色に変わります。 ピン
トが合っていないと赤色に変わります。

4 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

「A撮影」メニューのAFモードで （コンティニュアス）が選ばれて

いる場合 (p.68）は、ピントが合うと緑色に変わり、ピントが合ってい

ないと色は変わりません。

シャッ ターボタン

ズームボタン

電源スイッチ

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

14:2514:2514:25

383838

フォーカスフレーム
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撮影した画像は液晶モニターに2秒間表示 （クイ ッ クビュー） された
後、 SDメモリーカードまたは内蔵メモリーに保存されます。 （p.22）

シャ ッ ターボタンは、 二段階に分けて静かに押します。
こ うすると、 手ぶれを防ぎ、 ピン ト をしっかり合わせて撮影できます。

基本の押しかた

1 シャッターボタンを半押しする

シャ ッ ターボタンを軽 く押し、 途中で止ま
る部分で指を止めます。 （半押し）

2 液晶モニターのフォーカスフレーム
が緑色になるのを、確認する
半押しのまま、緑色に変わるのを待ちます。

ピン トが合う位置が固定されます。

3 シャッターボタンを全押しする
半押しの状態から、 シャ ッ ターがきれるま

で静かに押し下げます。

• 初期設定では、撮影モードはb（オートピクチャーモード）に設定

されています。（p.50）電源をオンにすると、bモードで静止画を撮

影できる状態になります。

• グリーンボタンを押すと、すべての撮影条件をカメラが自動設定する

（グリーンモード）に切り替わります。（p.48）

シャッターボタンの押しかた

シャッターボタンを一気に押し込んで撮影することもできます。この場

合、画面全体にピントがあった写真になります。一瞬のシャッターチャ

ンスを逃したくないときに、便利です。

ピン トが合う

撮影完了
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静止画を再生する

1 撮影後にQボタンを押す
撮影した画像が液晶モニターに表示されま

す。本書ではこの状態を、Qモード （再生
モード） と呼びます。

も う一度Qボタンを押すか、シャ ッ ターボ
タンを半押しすると、 Aモード （撮影モー

ド） に切り替わります。

1 撮影後にQボタンを押す
撮影した画像が液晶モニターに表示されます。

2 十字キー（45）を押す
前後の画像が表示されます。

画像を再生する

前後の画像を再生する

十字キー

Qボタン

シャッ ターボタン

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

14:2514:2514:25

100100-00380038100-0038

ファイル番号
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縦方向で撮った写真を回転して、 見やすく表示することができます。

1 撮影後にQボタンを押す
撮影した画像が液晶モニターに表示されます。

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でs（画像回
転）を選び、4ボタンを押す
回転方向を4種類 （0度、 右90度、 左90度、
180度） から選ぶ画面が表示されます。

4 十字キー（2345）で回転方向を選び、4ボタンを押す
回転した状態で画像が表示されます。

画像を回転して表示する

パノラマ写真、16連写で撮影した画像、動画は回転表示できません。

プロテクトされた画像は、回転表示はできますが、回転された状態は記

録されません。

iボタン

4ボタン

十字キー

Qボタン

シャ ッ ターボタン

MENU OK
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1 画像再生中に、iボタンを押す

消去画面が表示されます。

2 十字キー（2）を押して「消去」を
選び、OKボタンを押す
再生中の画像が消去されます。

3 Qボタンを、もう一度押す
撮影できる状態になります。

シャ ッ ターボタンを半押し しても、 撮影できる状態に戻ります。

Qボタンを押すと、 切り替わります。

Qボタンを押すか、シャ ッ ターボタンを半押しすると切り替わります。

表示した画像を消去するには

撮影モードと再生モードを切り替えるには

Aモード（撮影モード）からQモード（再生モード）へ

Qモード（再生モード）からAモード（撮影モード）へ

OK

100100 -00170017100 -0017

//
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操作の基本

ボタンのはたらき

1 電源スイッチ
電源をオフにします。 （p.26）

2 シャッターボタン
Aモード で半押しすると、 ピン ト合わせを行います。 （フ ォーカス
モードが、 s、 3のときを除く ） （p.66）
全押しすると、 静止画を撮影します。 （p.31）
dモードでは、 動画の撮影を開始、 終了します。 （p.80）
Oモードでは、 音声の録音を開始、 終了します。 （p.116）

3 ズーム/w/xボタン
撮影する範囲を変えます。 （p.65）

4 Qボタン
Qモードに切り替えます。 （p.35）

撮影モードのとき

1

2

3

6

8

7

5

4
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5 十字キー
（2） ： ド ライブモードを切り替えます。 （p.74、 p.75）
（3） ：撮影モードパレッ ト を表示します。 （p.45）
（4） ： ス ト ロボモードを切り替えます。 （p.69）
（5） ： フォーカスモードを切り替えます。 （p.66）

6 4/Wボタン
液晶モニターに表示される情報を切り替えます。 （p.73）

7 グリーンボタン
モードに移行します。 （p.48）

8 3ボタン
「A撮影」 メニューを表示します。 （p.43）
37
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1 電源スイッチ
電源をオフにします。 （p.26）

2 シャッターボタン
半押しするとAモードに切り替わります。 （p.33）

3 ズーム/f/yボタン
1画面表示時にfを押すと 9画面表示になります。 yを押すと、 前の
表示に戻ります。 （p.85）
1画面表示時にyを押すと画像が拡大表示されます。fを押すと前の
表示に戻ります。 （p.87）
9画面表示時にfを押すと、 フォルダ表示またはカレンダー表示にな
ります。 （p.86）
フ ォルダ表示時にyを押すと、 選択フォルダの9画面表示になりま
す。 （p.86）
カレンダー表示時にy押すと、 選択日付の9画面表示になります。
（p.86）
動画 ・ 音声再生中に音量調節ができます。 （p.90、 p.118）

4 Qボタン
Aモードに切り替えます。 （p.35）

再生モードのとき

1

2

3

6

8

7

5

4
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5 十字キー
（2） ：動画 ・ 音声を再生／一時停止します。 （p.90、 p.118）
（3） ：再生モードパレッ トに移行します。 （p.47）

再生中の動画 ・ 音声を停止します。 （p.90、 p.118）
（45） ： 1画面表示時は、 前後の画像 ・音声を表示します。

（p.33）
動画表示時は、 コマ送り、 コマ戻し、 逆方向再生をしま
す。 （p.90）
音声再生時は、 早送り、 巻き戻し、 インデッ クス位置へ
の移動をします。 （p.118）

（2345） ：拡大表示時は、 表示範囲を移動します。 （p.87）
9画面表示時は画像、 フォルダ表示時はフォルダ、 カレ

ンダー表示時は日付を選択します。 （p.85、 p.86）
フレーム合成時は、 画像の位置を調整します。 （p.105）

6 4/Wボタン
液晶モニターに表示される情報を切り替えます。 （p.84）
拡大表示、 9画面表示時は、 1画面表示に戻ります。 （p.85、 p.87）
フォルダ表示時は、 9画面表示に変わります。 （p.86）
カレンダー表示時は、 1画面表示に変わります。 （p.86）

7 グリーン/iボタン
1画面表示時は、 消去画面に移行します。 （p.92）
9画面表示時は、 選択消去画面に移行します。 （p.93）
フォルダ表示時は、 カレンダー表示画面に移行します。 （p.86）
カレンダー表示時は、 フォルダ表示画面に移行します。 （p.86）
16連写で撮影した画像の動画再生時は、一時停止中に押すと 1コマ保

存します。 (p.90)

8 3ボタン
1画面表示時は、 「R設定」 メニューを表示します。 （p.44）
再生モードパレッ ト表示時は、 1画面表示に戻ります。 （p.47）
拡大表示、 9画面表示時は、 1画面表示に戻ります。 （p.85、 p.87）
フォルダ表示時は、 選択フォルダの9画面表示に変わります。
（p.86）
カレンダー表示時は、 9画面表示に変わります。 （p.86）
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メニューを使う

MENUボタンを押すと、 液晶モニターにメニューが表示されます。
Aモードのときは 「A撮影」 メニューが表示され、Qモードのときは
「R設定」 メニューが表示されます。

「A撮影」 メニューと 「R設定」 メニューは、 次のように操作します。
メニュー操作中は、 画面の下部に 「ボタン操作ガイ ド」 も表示される
ので、 あわせてご覧く ださい。

メニューの選びかた

MENU

MENUSHUTTER

MENU

OK

Language/

USB

MENU

1/2

2008/02 /02

 PC

MENU

1/2

AF

±0

383838

2008/02 /022008/02 /02

14:2514:2514:25

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02 2008/02 /02

14:2514:2514:25

100100-00380038100-0038

383838

2008/02 /022008/02 /02

14:2514:2514:25

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02 2008/02 /02

14:2514:2514:25

100100-00380038100-0038

MENU

1/2

AF

±0
Language/

USB

MENU

1/2

2008/02 /02

 PC

8M

8M

設定を終了して
Aモードへ

ボタン半押し

撮影中 再生中

設定を終了して
Qモードへ
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例）「A撮影」メニューの「画質」の設定をする

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（3）を押す
選択枠が 「記録サイズ」 に移動します。

3 十字キー（3）を押す
選択枠が 「画質」 に移動します。

4 十字キー（5）を押す
選べる内容がポッ プア ッ プで表示されま

す。
ポップアップには、 現在のカ メ ラの条件で

選べる設定が表示されます。

5 十字キー（23）で設定を切り替える
十字キー （23） を押すたびに、 画質が切

り替わります。

設定の保存方法、変更の取り消し方法については、次のページをご覧く

ださい。

AF

±0

MENU

1/2

8M

AF

±0

MENU

1/2

8M

38a

AF

OKMENU
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6 シャッターボタンを半押しする
設定が保存され、 撮影できる状態になります。
全押しすると、 写真が撮影されます。

6 Qボタンを押す
設定が保存され、 再生できる状態になります。

6 4ボタンまたは十字キー（4）を押す
設定が保存され、 手順3に戻ります。

6 3ボタンを押す
変更が取り消され、 手順3に戻ります。

3ボタンの機能は、画面によって異なります。画面下部に表示さ

れる 「ボタン操作ガイ ド」 を参照して く ださい。

 終了 ： メニュー操作を終了し、 元の画面に戻ります。

： 現在の設定のまま、 手順3の画面に戻ります。

 取消 ： 現在の選択を保存しないでメニュー操作を終了し、 手
順3の画面に戻ります。

設定を保存して撮影をしたいとき

設定を保存して再生をしたいとき

設定を保存して続いてメニュー操作をしたいとき

変更を取り消してメニュー操作を続けたいとき

MENU

MENU

MENU
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メニュー画面で設定できる項目とその内容を示します。 カ メ ラの電源
をオフにしたとき設定を維持するかどうか、 リセッ ト したときに初期
設定に戻すかどうかについては、 付録の 「初期設定一覧」 （p.134） を
ご覧く ださい。

「A撮影」メニュー

メニュー一覧

項目 内容 参照

記録サイズ 静止画像の記録サイズを選びます。 p.62
画質 静止画像の画質を選びます。 p.64
AFモード オート フォーカスの対象になる範囲を変更します。 p.68
感度 ISO感度を設定します。 p.71
露出補正 撮影する画像全体の明るさを調整します。 p.72

動画

記録サイズ 動画の記録サイズを選びます。 p.82

フレームレート
フレームレート （1秒間に撮る画面数） を設定しま
す。

p.83

モード メモリ
電源オフ時に撮影機能の設定値をメモリーするか、
初期設定に戻すかを設定します。

p.78

日付写し込み 撮影した画像に撮影日を写し込むかを設定します。 p.77
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「R設定」メニュー

項目 内容 参照

フォーマッ ト
SD メ モ リーカー ド または内蔵メ モ リーを フ ォー
マッ ト します。

p.119

サウンド
音量、 起動音、 シャ ッ ター音、 操作音、 セルフタイ
マー音を設定します。

p.120

日時設定 日付、時刻、それぞれの表示スタイルを設定します。 p.122

Language/ メニューやメ ッセージを表示する言語を設定しま
す。

p.124

フォルダ名
画像や音声を保存するフォルダの命名方法を設定
します。

p.125

USB接続
USB／AVケーブルの接続先 （パソコンまたはプリ
ンター） を設定します。

p.126

ビデオ出力 AV機器へのビデオ出力形式を設定します。 p.127
LCDの明るさ 液晶モニターの明るさを設定します。 p.128
エコモード 節電モードになるまでの時間を設定します。 p.129
オートパワーオフ 自動的に電源が切れるまでの時間を設定します。 p.130

ガイ ド表示
撮影モードパレ ッ ト と再生モードパレ ッ ト でアイ
コンを選択したときに、 説明を表示するかどうかを
設定します。

p.131

リセッ ト
日時、 言語、 ビデオ出力以外の設定内容をお買い上
げ時の状態に戻します。

p.132
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モードパレットを使う

十字キー （3） を押すと、 液晶モニターにモードパレッ トが表示され
ます。 モードパレッ トには 「撮影モードパレッ ト」 と 「再生モードパ
レッ ト」 があります。
アイコンを選ぶだけで、 シーンに合った撮影モードに切り替えたり、
撮った画像の編集ができます。

モードパレッ ト操作中は、 「ボタン操作ガイド」 が画面の下部に表示さ
れます。 あわせてご覧く ださい。

1 十字キー（3）を押す

Aモードでは 「撮影モードパレッ ト」、Qモードでは 「再生モードパ
レッ ト」 が表示されます。

2 十字キー（2345）で使用したいモードを選ぶ　

3 OKボタンを押す
各モードの画面が表示されます。

撮影モードパレット

モードの選びかた

モード一覧

項目 内容 参照

b オート ピク
チャーモード

適切なシーンを自動的に判断して撮影します。 p.50

R プログラム
モード

一般的な撮影に適しています。 さまざまな機能を設
定して撮影する事もできます。

p.51

A 夜景モード
夜景撮影に最適です。三脚等で固定して撮影して下さ
い。 人物も入る場合はストロボを発光させて下さい。

p.55

d 動画モード
動画を撮影するときに設定します。音声も同時に記
録されます。

p.80

ボイスレコー
ディ ングモード

音声を記録するときに設定します。 マイクを手で塞
がないように注意して下さい。

p.116

OKMENU

O
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q 風景モード
風景の撮影に適しています。 広い範囲にピン トが合
うよ うになっています。 –

< 花モード
花をきれいに撮影するのに適しています。 花の輪郭
を柔らかめに表現します。

I ポート レート
モード

人物を撮影するのに適しています。肌色を明る く健
康的に仕上げます。

p.52

L サーフ＆スノー
モード

砂浜や雪山など、背景の明るい場所での写真をきれ
いに仕上げます。 –

\ スポーツモード 動きの速いものを撮影するのに最適です。

c Digital SR 
モード

ぶれを軽減して撮影するために、 より高い感度を使
用します。

p.56

キッズモード
動きの多い子供を撮影するのに適しています。 肌色
を明る く健康的に仕上げます。

p.52

E ペッ トモード
動き回るペッ トを撮影するのに最適です。 ペッ トの
毛色に合わせた撮影をすることもできます。

p.54

パノラマモード
撮影した画像をカ メ ラ内でつなぎ合わせてパノラマ
写真を作成します。 撮影時の記録サイズは、 2Mサ
イズに固定されます。

p.59

Y フレーム合成
モード

フレーム付きの画像を撮影します。 記録サイズは、
3Mサイズに固定されます。

p.57

アイコンを選んだ状態で約2秒たつと、そのモードの説明が表示されま

す。表示しないよう設定するには、p.131をご覧ください。

項目 内容 参照

顔認識AF&AE
b （オート ピクチャーモード） 、 R （プログラムモード） 、 I （ポー
ト レートモード） 、 （キッズモード） では、 「顔認識AF&AE」 機能が働
きます。
これは、 カ メ ラが自動的に人物の顔の位置を見つけだし、 ピン ト合わ
せと露出補正をして撮影する機能です。人物の顔が複数ある場合も、カ
メ ラがメ インとなる人物の顔を見つけだし、 自動で最適に調整して撮
影します。 人物の顔を く っきり ときれいに撮ることができます。

• R モード、I モード、 モードで人物の顔が認識されない場合は、
「A撮影」メニューの「AFモード」で設定しているAFモードでピン
トを合わせます。

• bモードで人物の顔が認識されない場合は、通常のAFモード（マル
チ）でピントを合わせます。なお撮影メニューでの他のAFモードへ
の変更はできません。

• 人物の顔が正面を向いていなかったり、サングラスなどで顔の一部が
さえぎられていると、顔認識AF&AE機能が働かないことがあります。
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再生モードパレット

項目 内容 参照

u スライ ドシ ョウ
撮影した画像を連続で再生します。 切替りの画
面効果や効果音の設定もできます。

p.88

n リサイズ
撮影した画像の記録サイズと画質を変更して、
ファイルサイズを小さ く します。

p.98

o ト リ ミ ング
画像の不要な部分を削除して好みの大きさに変
更します。 新規保存されます。

p.100

p 画像/音声コピー
内蔵メモリーとSDメモリーカード間で画像や音
声のファイルをコピーします。

p.101

s 画像回転
撮影した画像を回転させます。 縦位置写真をTV
等で見る際に便利です。

p.34

D デジタルフ ィルタ
撮影した画像に色フ ィルターをかけて仕上げま
す。

p.103

q 明るさフ ィルタ 撮影した画像全体の明るさを変更します。 p.104

Y フレーム合成
撮影した画像にフレームを付けて保存します。
上書きまたは新規保存が選べます。

p.105

Z 赤目補正
赤目になった画像を修正します。 元画像の状態
によっては正し く 補正できない場合があり ま
す。

p.107

Z プロテク ト
消し た く ない画像および音声を保護し ます。
フォーマッ ト を行った場合は、 消去されます。

p.96

r DPOF 撮影した画像の印刷設定をします。 お店でプリ
ン トする際に便利です。

p.108

^ 起動画面設定
撮影した画像をカ メ ラの起動時に表示するよう
設定します。

p.133

アイコンを選んだ状態で約2秒たつと、そのモードの説明が表示されま

す。表示しないよう設定するには、p.131をご覧ください。

OKMENU
47



48

撮
影
す
る

4

撮影する

撮影モードを選んで撮る

で使えます

グリーンボタンを押すだけで、 いつでも手軽に撮影が楽しめます。

1 Aモードでグリーンボタンを押す
（グリーンモード） に切り替わります。

も う 1回グリーンボタンを押すと、 モー

ドに入る前の撮影モードに戻ります。

2 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ
スフレームが緑色に変わります。

3 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

簡単撮影モードで気軽に（グリーンモード）

• モードでは、4/Wボタンを押して情報表示を切り替える

ことはできません。

• モードでは、「A 撮影」メニューや撮

影モードパレットを使用できません。表示

させようとすると-（キーロック表示）と

メッセージが表示されます。

• モードからQモードに移行した場合、

3ボタンを押しても、「R設定」メ

ニューを表示できません。表示させようと

すると-（キーロック表示）とメッセージ

が表示されます。

2, 3

1

383838

撮影可能枚数

383838
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※ （グリーンモード） での設定値は、 以下のとおりです。

※1 a （発光禁止） に設定可能
※2 g （10秒セルフタイマー）、 Z （2秒セルフタイマー） に設定可

能 （ モード以外の撮影モードで設定した方が使用可能）
※3 q （マクロ）、 3 （パンフォーカス） に設定可能

• 撮影できる枚数が残り10枚以下になると、撮影可能枚数が赤で表示さ

れます。

• 撮影モードを モードにしたまま電源をオフにすると、次回も

モードで起動します。

ス ト ロボモード , （オート） ※1
ド ライブモード 9 （標準） ※2
フォーカスモード = （標準） ※3
情報表示 標準

記録サイズ

画質 D （フ ァイン）

AFモード J （マルチ）

感度 オート

露出補正 ±0.0
日付写し込み P （オフ）

8M
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bで使えます

b （オート ピクチャーモード） では、 シャ ッ ターを押すだけで、 カ メ
ラが- （標準モード）、 A （夜景モード）、 q （風景モード）、 I （ポー
ト レートモード） の中から、撮りたいシーンに最も合った撮影モードを
選びます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）で、b（オートピクチャー）を選ぶ

3 4ボタンを押す
撮影モードが選択され、 撮影できる状態に

なります。

4 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ
スフレームが緑色に変わります。 選択され

た撮影モードが液晶モニター左上に表示さ
れます。

5 シャッターボタンを全押しする

カメラに撮影モード選びをまかせて（オートピク
チャーモード）

bモードでは、連続撮影と16連写はできません。

• bモードでは、露出補正は±0.0に固定されます。（p.72）
• bモードを選んでIモードになると、顔認識AF&AE機能が働きま
す。（p.46）

• 初期設定では、撮影モードはbモードに設定されています。

1, 2
3

4, 5

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

383838

14:2514:2514:25
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Rで使えます

R （プログラムモード） では、 シャ ッ ター速度と絞り値をカ メ ラが自
動的に設定して撮影します。 ス ト ロボの発光方式や記録サイズなどそ
の他の機能は自由に設定できます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）で、R（プログラム）を選ぶ

3 4ボタンを押す
撮影モードが選択され、 撮影できる状態になります。

4 必要に応じて使用する機能を設定す
る

5 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ

スフレームが緑色に変わります。

6 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

カメラに設定をまかせて（プログラムモード）

Rモードで、カメラが被写体を人物だと認識した場合は、顔認識

AF&AE機能が働きます。（p.46）

1, 2
3

5, 6

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

383838

14:2514:2514:25
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I  で使えます

I （ポート レートモード） と （キッズモード） では、 顔認識AF&AE機
能が働きます。 カ メ ラが人物の顔を見つけだし、 自動でピン ト と露出
を最適に調整して撮影します。 人物の顔が複数ある場合も、 カ メ ラが
メインとなる人物の顔を見つけだし、 自動で最適に調整して撮影しま
す。 人物の顔を く っきり と明る く 、 きれいに撮ることができます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）で、I（ポートレート）、または
（キッズ）を選ぶ
ここではIを選んだ場合で説明します。

3 4ボタンを押す
撮影モードが選択され、 撮影できる状態に
なります。

人物の顔を認識すると、 液晶モニター内の
顔の位置に黄色のかぎ カ ッ コ の付いた

フォーカスフレームが表示されます。
人物が2人以上いる場合は、 まずメ インと

なる顔を認識し、 その顔の位置に黄色のか
ぎカ ッ コの付いたフ ォーカスフレームが、

それ以外の顔の位置には白色のフォーカス
フレームが表示されます。
人物が動く とフォーカスフレームが顔の位

置を追尾し、 フレームの大きさ、 位置が変
化します。

人物を撮影する（ポートレートモード／キッズモード）

1, 2
3

4, 5

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

383838

14:2514:2514:25

2008/02 /022008/02 /02

383838

14:2514:2514:25
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4 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、液晶モニターのフォーカスフレームが緑色に変わります。

人物が2人以上いる場合は、 手順3で表示されたかぎカッ コの付いたフォー
カスフレーム内にピン トが合う と、 緑色に変わります。

5 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

人物の顔が正面を向いていなかったり、サングラスなどで顔の一部がさ

えぎられていると、顔認識機能が働かないことがあります。

• カメラが人物の顔を認識しない場合は、「A 撮影」メニューの「AF
モード」で設定しているAFモードでピントを合わせます。

• 人物が2人以上いる場合は、カメラは液晶モニターの中央に近く、他

の人物の顔と比べて大きく写っている顔をメインとなる顔として認

識します。
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E F F H G Gで使えます

E （ペッ ト モード） では、 ペッ トの毛色によって白色、 黒色、 中間色
のアイコンを選び、 毛色を活かして撮ることができます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でE（ペット）を選ぶ

3 4ボタンを押す
ペッ ト モードの選択画面が表示されます。
現在選択しているペッ トモードのままで撮
影したい場合は、 3ボタンを押し手順
6へ進んで く ださい。

4 十字キー（23）でE F F H G G
を選ぶ
ペッ トアイコンには犬柄と猫柄の2タイプがあります。
（犬アイコンと猫アイコンは絵柄が違うだけで、撮影結果に与える効果
は同じです。 お好みで使い分けて ください。）

5 4ボタンを押す
ペッ ト モードが選択され、 撮影できる状態
になります。

6 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ
スフレームが緑色に変わります。

7 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

ペットを撮影する（ペットモード）

Qを押すと、ここで選んだ設定を保存してQモード（再生モード）に

移行します。

1, 2, 4
3, 5

6, 7

OKMENU

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02
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A で使えます

A （夜景モード） では、 夜景など暗いシーンを撮影するのに適切な設
定にセッ ト されます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）で、A（夜景）を選ぶ

3 4ボタンを押す
撮影モードが選択され、 撮影できる状態になります。

4 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、液晶モニターのフォーカスフレームが緑色に変わります。

5 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

暗いシーンを撮影する（夜景モード）

Aモードでは、連続撮影と16連写はできません。

暗いシーンの撮影ではシャッター速度が遅くなるので、手ぶれしやすく

なります。手ぶれを防ぐため、三脚とセルフタイマーを使って撮影する

ことをお勧めします。（p.74）

1, 2
3

4, 5
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cで使えます

c （Digital SRモード） では、他のモードより高いISO感度に調整され
るので、 ぶれをおさえて撮影するこ とができます。 手ぶれや被写体ぶ
れが起きやすい撮影シーンでお使いく ださい。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）で、c（Digital SR）を選ぶ

3 4ボタンを押す
撮影モードが選択され、 撮影できる状態になります。

4 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ
スフレームが緑色に変わります。

5 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

手ぶれや被写体ぶれをおさえて撮影する（Digital 
SRモード）

ISO感度は、ISO100～1600の間で自動調整されます。（p.71）シャッ

ター速度と絞り値も、自動設定されます。

1, 2
3

4, 5

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02
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Yで使えます

Y （フレーム合成） モードでは、 カ メ ラに保存されているフレームか
らお好きなものを選び、 液晶モニターに表示しながら撮影するこ とが
できます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でY（フレー
ム合成）を選ぶ

3 4ボタンを押す
選べるフレームが9画面表示されます。

4 十字キー（2345）で使用するフ
レームを選ぶ

5 4ボタンを押す
選んだフレームが1画面表示されます。

フレームは次の方法で選びなおすことがで
きます。

十字キー （45） ： 別のフレームに切り替
える

3ボタンまたはズームボタン （f）

： 選べるフレームの9画面表示に戻る

6 4ボタンを押す
フレーム付きの撮影画面が表示されます。

フレームつきの写真を撮影する（フレーム合成モード）

1, 2, 4
3, 5, 6

7, 8

OKOKMENU

OKMENU
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7 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、液晶モニターのフォーカスフレームが緑色に変わり

ます。

8 シャッターボタンを全押しする
撮影されます。

Yモードでは、連続撮影と16連写はできません。

フレーム撮影の記録サイズはhに、画質はDに固定されます。
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 で使えます

 (パノラマ)モードでは、撮影した2枚または3枚の写真をつなぎ合わ
せて、 横長のパノラマ写真を作成できます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）で （パノラマ）モードを選び、4
ボタンを押す。
撮影方向を指定する画面が表示されます。

3 十字キー（45）でつなげる方向を
選ぶ
十字キー （5） ： 画像を右につなぐ  
十字キー （4） ： 画像を左につなぐ

1枚目を撮影できる状態になります。ここで
は、 （5） を選んだ場合で説明します。

4 1枚目の画像を撮影する
シャ ッ ターボタンを全押しすると 1枚目の
画像が撮影され、 撮影した画像が液晶モニ

ターにクイックビュー表示されたあと、2枚
目を撮影できる状態になります。
2枚目の撮影画像では、 1枚目の画像の右端

1/4が、液晶モニターの左端に半透明に表示
されています。

パノラマ写真を撮影する（パノラマモード）

画面左上の は、次に何枚目を撮影するかを表します。

1, 2, 3
2, 6

4, 5, 6

3838381
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5 カメラを右へ移動し2枚目の画像を撮
影する
半透明の画像と実際の画像が重なる位置に
カ メ ラを移動し、 シャ ッ ターボタンを全押

しすると 2枚目の画像が撮影され、 2枚目の
画像がクイックビュー表示されたあと、3枚
目を撮影できる状態になります。
3枚目の画像も手順4、 5を繰り返して撮影します。 3枚目の撮影が終

了すると、 「処理中です」 のメ ッセージが点滅したあと、 完成したパ
ノ ラマ写真がクイ ックビュー表示され、 1枚目の画像を撮影する画面

に戻ります。
2枚の写真でパノ ラマ写真を作るときは、手順6へ進んで く ださい。手

順7で 「保存」 を選ぶとパノ ラマ写真が完成します。

6 4ボタンを押す
「この画像を保存して終了しますか?」 とい
う メ ッセージの画面が表示されます。

7 十字キー（23）で「保存」、「破棄」、
「キャンセル」のいずれかを選び、4
ボタンを押す
「保存」 ： 1枚目の画像を撮影後に選択した時は、 撮影済みの画

像を保存して、 1枚目を撮影する画面に戻ります。

2枚目の画像を撮影後に選択した時は、 「処理中です」
のメ ッセージが点滅したあと、 2枚の画像を合成して

できあがったパノ ラマ写真がクイ ッ クビュー表示さ
れ、 1枚目を撮影する画面に戻ります。

「破棄」 ：それまでの撮影結果をすべて取り消して、 1枚目を撮
影する画面に戻ります。

「キャンセル」 ：作業を中止して、 直前の撮影画面に戻ります。

パノラマ撮影を途中で終えたいとき

モードでは、ストロボは発光しません。

OK

1 2

SHUTTER

OKMENU
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• フォーカス、露出、ドライブモード、ズーム位置の設定は、1枚目の

値のまま、2枚目と3枚目が撮影されます。

• 1枚目または2枚目は撮りなおすことができます。クイックビュー表示

中にiボタン、十字キー (2) 、 4ボタンの順に押して画像を消去し

てから、撮りなおしてください。
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4

設定を工夫して撮る

b R A q < I i \ c  E で使えます

用途に合わせて、 静止画の記録サイズを選びます。
記録サイズが大きいほど、 きめ細かい画像になりますが、 画像データ
のサイズも増えます。 データサイズは、 選んだ画質によっても異なり
ます。 (p.64）
記録サイズ

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「記録サイズ」を選ぶ

記録サイズを選ぶ

記録サイズ 用途

3264×2448 フォ ト プリン トなどの高画質印刷、 A4以上の大判プリン
ト、 画像編集などの加工用など

はがきサイズプリン トなど

ホームページ掲載、 電子メール添付など

f 2592×1944

g 2304×1728

h 2048×1536

i 1600×1200

l 1024×768

m 640×480

AF

±0

MENU

1/2

8M

1, 6
5

MENU

2, 3, 4

8M

鮮
明

、
き
れ

い
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3 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

4 十字キー（23）で記録サイズを切
り替える
記録サイズを切り替えると、 その記録サイ
ズでの撮影可能枚数が画面に表示されま

す。

5 4ボタンを押す
記録サイズの設定が保存されます。

6 3ボタンを押す
設定した内容で、 撮影できる状態になります。

• 撮影モードが のときは、iに固定されます。

• 撮影モードがYのときは、hに固定されます。

• 撮影モードがdのときは、撮影メニューの「動画」で設定した「記

録サイズ」で撮影されます。（p.82）

撮影枚数と時間 （静止画） 1p.143

38a

AF

OKMENU

8M

5M

4M

3M

2M

1024

640
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b R A q < I i \ c  E  で使えます

用途に合わせて、 静止画の画質 （圧縮率） を選びます。
Eの数が多いほど圧縮率は低く なり、 画像はきれいになりますが、 画
像データのサイズも増えます。 データサイズは選んだ記録サイズに
よっても異なります。 (p.62)
画質

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「画質」を選ぶ

3 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

4 十字キー（23）で画質を切り替える
画質を切り替えると、 その画質での撮影可
能枚数が画面に表示されます。

5 4ボタンを押す
画質の設定が保存されます。

6 3ボタンを押す
設定した内容で、 撮影できる状態になります。

画質を選ぶ

C S.ファイン 圧縮率が最も低く、 写真用のプリン トなどに適しています。

D ファイン
圧縮率が標準で、パソコンの画面で画像を見るときに適し
ています。

E エコ ノ ミー
圧縮率が最も高く 、電子メールへの添付やホームページ掲
載用に適しています。

撮影モードがYのときは、画質はDに固定されます。

撮影枚数と時間 （静止画） 1p.143

AF

±0

MENU

1/2

8M

1, 6
5

MENU

2, 3, 4

38a

AF

OKMENU



4

撮
影
す
る

 b R A d q < I i \ c  E  Yで使えます

ズーム機能を使って、 写る範囲を変えて撮影できます。 

1 Aモードでズームボタンを押す
x 望遠 ： 被写体を拡大して写す

w 広角 ： 被写体を広い範囲で写す

ズームバーで現在の拡大状況が確認できま
す。

デジ タルズームと光学ズームと を合わせ

て、 最大約12倍相当まで拡大して撮影でき
ます。

構図を決める（ズーム）

• 高倍率の撮影では、手ぶれを防止するため三脚などのご利用をおすす

めします。

• デジタルズーム領域で撮影すると、光学ズーム領域で撮影したときよ

りも画像の細密さが低下します。

• フォーカスモードでq（マクロ）を選ぶと、光学ズームは広角側に固

定されます（ただしデジタルズームでの構図の変更は可能）。

1

383838

383838

xを押す

デジタル
ズーム領域

光学ズーム
領域

ズームバー
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 b R A d q < I i \ c  E  Yで使えます

撮りたいものとカ メ ラの距離に合わせて、 フォーカスモードを選びま
す。

フォーカスモード

1 Aモードで十字キー（5）を押す
押すたびにフォーカスモードが切り替わり
ます。 （十字キー （23） を押して切り替え
ることもできます。）

2 4ボタンを押す
フォーカスモードが保存され、 撮影できる

状態になります。

ピントの合わせかたを選ぶ（フォーカスモード）

= 標準
撮りたいものとカメ ラの距離が、約40cm以上のときに選
びます。シャ ッ ターボタン半押し時に、フォーカスフレー
ム内にあるものに自動でピン トが合います。

q マクロ
撮りたいものとカメ ラの距離が、 約15cm～約50cmのと
きに選びます。 シャ ッ ターボタン半押し時に、 フォーカ
スフレーム内にあるものに自動でピン トが合います

s 無限遠
遠くのものを撮るときに選びます。
ス ト ロボはa （発光禁止） になります。

3 パンフォーカス
広い範囲にピン トが合います。
他の人に撮ってもら う ときや、 車窓から風景を撮るとき
などに選びます。

dモードで=またはqを選んだ場合、撮影中にピント調整できませ

ん。ピントを合わせてから撮影を始めてください。

1
2

OKMENU
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自動でピン トが合いに くいときは、 「フォーカスロック」 をして撮るこ
ともできます。

1 ピントを合わせたいものと同じ距離にある、他の被写体を
探す

2 その被写体にピントを合わせる
フォーカスフレーム内に、 その被写体が入るようにします。

3 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 フォーカスフレームが緑色に変わります。

4 半押しのままカメラの向きを変え、撮りたい構図にする
構図を変えても、手順３の位置にピン トは固定されたまま （フォーカ

スロック） です。

5 シャッターボタンを全押しする

• q（マクロ）を選ぶと、光学ズームは広角側に固定されます（ただし

デジタルズームでの構図の変更は可能）。

• =（標準）のときに、ズームが光学ズームの広角側に設定されてい

ると、オートマクロ機能が働きます。被写体までの距離が約40cm以

下の場合には、マクロモードの領域にもピントが合うように、自動で

切り替わります。

• モードでは、=とq、3のみ選択できます。

フォーカスモードを保存する 1p.78

フォーカスロック

次のようなものには、ピントが合いにくいことがあります。

• 極端にコントラストが低いもの（青空や白壁）

• 光が反射しにくいもの（暗い場所や真っ黒なもの）

• 強い反射光、極端な逆光

• 細かい模様

• 高速で動いているもの

• カメラから遠いものと近いものが、同時に画面に存在しているとき
67
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R A d q < I i \ c  E  Yで使えます

自動でピン トが合う範囲を変えることができます。

AFモード

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「AFモード」を選ぶ

3 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

4 十字キー（23）でAFモードを切り
替える

5 4ボタンを押す
AFモードの設定が保存されます。

6 3ボタンを押す
設定した内容で、 撮影できる状態になります。

自動でピントが合う範囲を選ぶ（AFモード）

J マルチ 標準的な範囲で、 自動ピン ト合わせをします。

K スポッ ト 狭い範囲で、 自動ピン ト合わせをします。

コンテ ィ
ニュアス

AFエリア内の被写体にピン ト を合わせ続けます。

dモードでは、「コンティニュアス」は選べません。

b, モードでは、AFモードは「マルチ」に固定されます。

AF

±0

MENU

1/2

8M

1, 6
5

MENU

2, 3, 4

AF

±0

MENU

1/2

8M

OK
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 b R A q < I i \ c  E Yで使えます

ストロボモード

1 Aモードで十字キー（4）を押す
押すたびにス ト ロボモードが切り替わりま

す。 （十字キー （23） でも切り替えられま
す。）

ストロボを使いこなす（ストロボモード）

, オート 暗いときや逆光のときにスト ロボを発光します。

a 発光禁止
暗いときや逆光のときでも発光しません。ス トロボの
使えない場所での撮影にご利用ください。

b 強制発光 明るさにかかわらず、 常にス トロボを発光します。

c オート＋赤目
ス ト ロボの光が目に反射して赤 く写るのを軽減しま
す。 自動的にス トロボを発光します。

d 強制＋赤目
ス ト ロボの光が目に反射して赤 く写るのを軽減しま
す。 常にス トロボを発光します。

• 撮影モードが b、R、I または に設定してあるときは、顔認識

AF&AE機能が働きます。このとき、ストロボモードを,（オート）に

設定していてストロボ発光する場合、またはb（強制発光）に設定し

ている場合は、シャッターボタンを半押しするとdが表示され、常に

赤目軽減での発光になります。

• 撮影モードがd、ドライブモードが1または 、フォーカスモード

がsに設定されているときは、常にa（発光禁止）になります。

• cまたはdが表示されていると、本発光の前にプリ発光（予備発光）

を行います。

• モードでは、,とaのみ選択できます。

• モードではa (発光禁止)になります。

1
2

OKMENU
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2 4ボタンを押す
選択したス ト ロボモードで撮影ができる状態になります。

「赤目」現象を防ぐには

ストロボを使って撮影すると、ストロボ光が被写体の網膜に反射して、

目が赤く写ることがあります。これを防ぐために、次の方法をお試しく

ださい。

- 被写体の周りを明るくする。

- ストロボモードをc（オート+赤目）やd（強制+赤目）にする。

Z（赤目補正）機能を使って、赤目になった写真を後から修正するこ

ともできます。（p.107）
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b R A q < I i \  E  Yで使えます

撮影する場所の明るさに応じて、 ISO感度を設定することができます。

ISO感度

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「感度」を選ぶ

3 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

4 十字キー（23）でISO感度を選ぶ

5 4ボタンを押す
ISO感度の設定が保存されます。

6 3ボタンを押す
設定した内容で、 撮影できる状態になります。

ISO感度を決める

オート
ISO 100～800 までの間で自動調整されます。 （Digital SR モード では
ISO 100～1600までの間で自動調整されます。）

100
• ISO感度が低い （数字が小さい） ほど、 ノイズの少ない画像が得られま
す。 暗い場所ではシャッ ター速度が遅くなります。

• ISO感度が高い （数字が大きい） ほど、暗い場所でもシャッ ター速度を
早くできます。 画像にはノイズが増えます。

200
400
800

1600

• cモードでは、オート（ISO100～1600）に固定されます。

• モードでは、ISO200に固定されます。

ISO感度を保存する 1p.78

AF

±0

MENU

1/2

8M

1, 6
5

MENU

2, 3, 4

AF

MENU

1/2

OK

100

200

400

800

1600
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R A d q < I i \ c  E  Yで使えます

撮影する画像全体の明るさを調整します。
意図的に露出をオーバー （明る く ） やアンダー （暗 く ） にして撮影す
る際に利用します。

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「露出補
正」を選ぶ

3 十字キー（45）を押して、補正量
を選ぶ
選んだ補正量で保存されます。
明る くする場合は+側に、 暗くする場合は–側に設定します。
露出補正の値は、 –2.0EV～+2.0EVの範囲を1/3EV単位で選択できま

す。

4 3ボタンを押す
設定を終了して、 撮影できる状態になります。

画像の明るさを変える（露出の調整）

モードとbモードでは、露出補正は±0.0に固定されます。

露出補正値を保存する 1p.78

AF

±0

MENU

1/2

8M

1, 4

MENU

2, 3

AF

±0

MENU

1/2

8M
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便利な機能でもっと楽しく

Aモードで4/Wボタンを押すと、 撮影情報の表示スタイル
を、 次のように切り替えるこ とができます。 表示の意味について詳し
くは、 p.14をご覧ください。

撮影情報を見る

• モードでは、1枚目の撮影画面にのみ、撮影情報が表示されます。

2枚目以降の撮影画面には表示されません。

• Oモードでは、通常表示と液晶モニターオフのみ切り替えることがで

きます。

手ぶれしやすい条件のとき、シャッターボタンを半押しすると、Sが

表示されます。手ぶれを防ぐには、三脚とセルフタイマーを使っての撮

影が有効です。（p.74）

OK OK

OK

2008/02/022008/02 /022008/02 /02
14:2514:2514:25+1.0+1.0+1.0

383838

F2.8F2.8
1 /2501/250
F2.8
1 /250

+1.0+1.0+1.0

383838

8M

100100ISOISO 100ISO

OK

詳細情報表示

液晶モニターオフ通常表示

情報表示なし
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 b R A d q < I i \ c  E  Yで使えます

シャッ ターボタンを押してから、 10秒または2秒後に撮影されます。
セルフタイマーを使って撮影するときは、 カ メ ラを三脚などに固定し
て く ださい。

1 Aモードで十字キー（2）を押す

2 十字キー（453）を押して、g ま
たはZを選び、4ボタンを押す
セルフタイマーを使って撮影できる状態に
なります。

3 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ
スフレームが緑色に変わります。

4 シャッターボタンを全押しする
10秒後または2秒後に撮影されます。

セルフタイマーを使って撮影する

g 撮影者も含めて集合写真を撮る場合などに利用できます。
シャ ッ ターボタンを押してから約10 秒後に撮影されます。

Z シャ ッ ターボタンを押してから2秒後に撮影されますので、手ぶれを避ける
ために利用できます。

• 静止画撮影の場合、セルフタイマーランプの点滅中に構図を変える

と、ピントが合わなくなります。

• Zは モードの初期設定では選べません。ただし、他の撮影モード

でZを選んでから モードに切り替えると、選べるようになります。

• モードでは、g（セルフタイマー /10秒）は選べません。

• dモードでは、10秒（または2秒）後に動画撮影が始まります。

• カウントダウン中にシャッターボタンを半押しするとカウントダウ

ンを中止し、全押しするとカウントダウンをやり直します。

1, 2
2

3, 4

OKMENU
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R q < I i \ c  E で使えます

何枚もの静止画を連続して撮影することができます。

1 Aモードで十字キー（2）を押す

2 十字キー（45）で 1（連続撮影）
または （16連写）を選び、4ボタ
ンを押す
撮影できる状態になります。

3 シャッターボタンを半押しする
ピン トが合う と、 液晶モニターのフォーカ
スフレームが緑色に変わります。

4 シャッターボタンを全押しする
「連続撮影」 の場合 ： シャ ッ ターボタンを押し続けている間、 連続し

て撮影されます。

「16連写」 の場合 ： シャ ッ ターボタンを1回押すと、2秒間に16枚の
静止画を連写します。

連続して撮影する

1 連続撮影
1枚撮影するごとに、画像をメモリーに書き込み、続いて次の静
止画を撮影します。

16連写
シャッ ターボタンを1回押すと、2秒間に16枚の静止画を連続で
撮影します。 1コマの記録サイズはmに固定されます。

• 連続撮影と16連写では、ストロボは発光しません。

• 、b、A、d、O、 、Yモードでは、連続撮影と16連写はで

きません。

• cモードでは連続撮影はできますが、16連写はできません。

1, 2
2

3, 4

OKMENU
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• 連続撮影と16連写では、ピント位置、露出の設定は、1枚目で固定さ

れます。

• 連続撮影では、SD メモリーカードまたは内蔵メモリーがいっぱいに

なるまで撮影し続けることができます。

• 連続撮影の撮影間隔は、記録サイズと画質の設定により異なります。

高画質の画像ほど、撮影間隔が長くなります。

• 16連写した画像は、16枚の画像が縦4枚×横4枚に並んだ1枚の画像と

してプリントされます。

• 16連写した画像は、再生する機器により表示のされかたが違います。

- このカメラでは、16枚の静止画が連続再生されて、動画のように見

えます。逆方向への再生や一時停止、一時停止中のコマ送りなど

も、動画と同じ操作（p.90）で行うことができます（音量の調節を

除く）。また一時停止中にグリーンボタンを押すと、表示されてい

る画像が1コマ保存されます。

- パソコンでは、16枚の静止画が縦4枚×横4枚に並んだ1枚の画像と

して表示されます。
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b R A q < I i \ c  E  Yで使えます

撮影する静止画に、 撮影日付を写し込むことができます。

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「日付写し込み」を選ぶ

3 十字キー（45）でO（オン）／P（オ
フ）を切り替える

4 3ボタンを押す
設定した内容で、 撮影できる状態になりま

す。

画像に撮影日を写し込む

日付は、あとから消去できません。

• 日付は、「日時設定」で設定した表示スタイルで写し込まれます。

• 日付写し込みをオンに設定すると、画面に （日付写し込みオン）ア

イコンが表示されます。

• モードでパノラマ写真を撮る場合、つなぎ合わせたあとの写真の

右下に日付を写し込みます。

AF

±0

MENU

1/2

8M

2, 3

1, 4

MENU

MENU

2/2
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カメラの電源をオフにしても、カ メラの諸設定を維持する機能を 「モー
ド メモリ」 と呼びます。
撮影のための設定には、 モード メモリが常にO （オン） のもの （電源
をオフにしても常に設定を維持するもの） と、 モード メモリのオン／
オフが選べるもの （電源をオフにしたときに設定を維持するかどうか
を選べるもの） があります。 モード メモリのオン／オフが選べる項目
を表に示します。 （ここに示した以外の項目は、 電源をオフにしても常
に設定が保存されます） O （オン） を選ぶと、 電源オフ直前の設定状
態をメモリーします。 P （オフ） を選ぶと、 電源をオフにしたときにそ
の項目の設定がご購入時の状態に戻ります。 表では、 モード メモリの
初期設定がオンの状態なのか、 オフの状態なのかも示しています。

自分の設定を保存する（モードメモリ）

項目 内容 初期設定

スト ロボモード 十字キー （4） で設定したスト ロボモード （p.69） O

ド ライブモード
十字キー （2） で設定した ド ライブモード （p.74、
p.75）

P

フォーカスモード 十字キー （5） で設定したフォーカスモード （p.66） P

ズーム位置 ズーム/w/xボタンで設定したズーム位置 （p.65） P

感度 「A撮影」 メニューの 「感度」 で設定した値 （p.71） P

露出補正
「A撮影」 メニューの 「露出補正」 で設定した値
（p.72）

P

DISPLAY 4/Wボタンで設定した液晶モニターの情
報表示状態 （p.73、 p.84）

P

ファイルNo. オンにすると、SD メモリーカードを入れ替えた場合
でも連続したファイル番号を使用

O
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1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「モードメモリ」を選ぶ

3 十字キー（5）を押す
「モード メモリ」 画面が表示されます。

4 十字キー（23）で項目を選ぶ

5 十字キー（45）でO（オン）か
P（オフ）に切り替える

6 4ボタンを押す
モード メモリの設定が保存されます。

7 3ボタンを押す

設定した内容で、 撮影できる状態になります。

AF

±0

MENU

1/2

8M

1, 7
6

MENU

2, 3, 4, 5

MENU OK

1/2
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4

動画を撮る

dで使えます

動画を撮影します。 音声も同時に記録されます。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でd（動画）を
選ぶ

動画の撮りかた

1, 2
3

4, 5

OKMENU
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3 4ボタンを押す
dモードが選択され、撮影できる状態にな

ります。
液晶モニターに次の情報が表示されます。
1 動画モードアイコン

2 フォーカスモードアイコン
3 録画中アイコン （手順 4 で撮影が開始さ

れると表示され、 録画中に点滅します）
4 撮影時間

5 現在の日時
6 フォーカスフレーム （録画中は表示されません）

ズームボタンを左右に押すと、 被写体の写る範囲が変わります。

x ：被写体を拡大して写す

w ：被写体を広い範囲で写す

4 シャッターボタンを全押しする
録画が開始されます。 内蔵メモリー／SD メモリーカードの容量いっ
ぱい、 または最大で2GBまで連続録画できます。

5 シャッターボタンを全押しする
撮影が終了します。

シャ ッ ターボタンを1秒以上押し続けると、シャッ ターボタンを押し続
けている時間だけ撮影されます。 シャ ッ ターボタンから指を離すと撮
影が終了します。

dモードでは、ストロボは発光しません。

• 撮影開始前は光学ズームとデジタルズームが、撮影中はデジタルズー

ムのみが使用できます。

• =/qを選択したときは、撮影開始前にピント調整ができます。

• 動画撮影中も、4/Wボタンを押して撮影情報を表示させる

ことができます。

動画を再生する 1p.90

シャッターボタンを押し続けて撮影する

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

07:3407:34

1414:25:2514:25

1 43

5

2

6
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dで使えます

動画の 「記録サイズ」 「フレームレート」 を選びます。

1 Aモードで3ボタンを押す
「A撮影」 メニューが表示されます。

2 十字キー（23）を押して「動画」を選ぶ

3 十字キー（5）を押す
動画の撮影条件を選ぶ画面が表示されます。

記録サイズが大きいほど、 動画データのサイズが増えます。 データの
サイズは、 選んだフレームレートによっても異なります。

動画の記録サイズ

4 十字キー（23）で「記録サイズ」を選ぶ

5 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

6 十字キー（23）で記録サイズを切
り替える
記録サイズを切り替えると、その記録サイズ

での撮影可能時間が画面に表示されます。

7 4ボタンを押す
記録サイズの設定が保存されます。

動画の撮影条件を決める

動画の記録サイズを選ぶ

m
（640×480） テレビやパソコンの画面で観る場合に適しています。

D

（320×240）
電子メールに添付したり、ホームページに掲載する場合に適していま
す。

AF

±0

MENU

1/2

8M

MENU

1, 8

2, 3, 4, 
5, 6
7

MENU

640

320

OK

04:31a
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8 3ボタンを2回押す
設定した内容で、 撮影できる状態になります。

「フレームレート」 で、動画のなめらかさが決まります。単位はfps （フ
レーム/秒） で、 1秒間に撮る画面数を表します。数値が大きいほどなめ
らかな動画になりますが、 データサイズも増えます。

4 十字キー（23）で「フレームレート」を選ぶ

5 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

6 十字キー（23）でフレームレート
を切り替える
フ レームレー ト を切り替える と、 そのフ
レームレートでの撮影可能時間が画面に表
示されます。

7 4ボタンを押す
フレームレートの設定が保存されます。

8 3ボタンを2回押す
設定した内容で、 撮影できる状態になります。

動画のフレームレートを選ぶ

MENU OK

04:31a

30fps

15fps

640
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5

再生する・消去する

カメラで再生する

AモードのときにQボタンを押すと 「Qモード （再生モード）」 に切
り替わり、 静止画を再生できます。 詳し く は、 「静止画を再生する」
（p.33） をご覧ください。
また、動画の再生については、 「動画の再生のしかた」 （p.90） をご覧く
ださい。

Qモードで4/Wボタンを押すと、再生中の画像の撮影情報を
次のように切り替えることができます。 表示の意味について詳し くは、
p.15をご覧ください。

静止画の再生のしかた

再生中の画像の撮影情報を見る

撮影情報を見る 1p.73

OK

OK

OK

2008/02/022008/02 /022008/02 /02

14:2514:2514:25

100100-00260026100-0026

F2.8F2.8

1 /2501/250

F2.8

1/250 2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

14:2514:2514:25

100100ISOISO 100ISO

8M

100100-00260026100-0026

通常表示

詳細情報表示

情報表示なし



5

再
生
す
る
・
消
去
す
る

撮った画像を同時に９枚ずつ液晶モニターに表示させることができま
す。

1 Qモードで、ズームボタンのfを
押す
画像が9コマで1ページとなるよ うに表示さ

れ、 ページ単位で表示される画像が変わり
ます。

十字キー （2345） で選択枠が移動しま
す。 10以上の画像が記録されている場合、

1の画像を選択している と きに十字キー
（24） を押すと前のページが表示され、2
の画像を選択 し ている と き に十字キー

（35） を押すと次のページが表示されます。

画像の上に表示される記号の意味を示します。

無印 ： 静止画

d ： 動画 （1コマ目の画像が表示されます。）

O ： 音声ファイル

2 4ボタンを押す
選択した画像の1画面表示になります。

4ボタンのかわりに、3ボタンまたはズームボタンのyを押し
ても、 1画面表示できます。

9画面表示、フォルダ表示、カレンダー表示をする

9画面表示

十字キー

Qボタン

3ボタン

4ボタン

ズームボタン

100-0010

1

2

選択枠
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5

9画面表示でズームボタンのfを押すと、 フォルダ表示またはカレン
ダー表示に切り替わります。フォルダ表示とカレンダー表示は、グリー
ンボタンで切り替えることができます。

1 Qモードで、ズームボタンのfを押す
画面が9画面表示に切り替わります。

2 ズームボタンのfを押す
画面がフォルダ表示またはカレンダー表示に切り替わります。

フォルダ表示
画像や音声が記録されているフォルダが一

覧表示されます。
十字キー （2345） で選択枠が移動しま

す。
フ ォルダを選択してズームボタンのyか

4ボタンを押すと、 フォルダ内の先頭画
像を選択した9画面表示に切り替わります。

カレンダー表示
撮影した画像や録音した音声が、 日付ごと

にカレンダー形式で表示されます。
カレンダーの日付には、 各日付で撮影され

た最初の画像が表示されます。
その日付で最初に記録されているのが音声

データならば、 Oが表示されます。
十字キー （2345） で選択枠が移動しま

す。
日付を選択してズームボタンのyを押す
と、 その日付の先頭画像を選択した9画面表示に切り替わります。

日付を選択して4ボタンを押すと、その日付で最初に撮影した画像
の1画面表示に切り替わります。

フォルダ表示/カレンダー表示に切り替える

• フォルダ表示/カレンダー表示で3ボタンを押すと、通常の9画面

表示に切り替わります。

• フォルダ表示 / カレンダー表示でQボタンまたはシャッターボタン

を押すと、Aモードに切り替わります。

100-0010
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画像を再生する際、 最大8倍まで拡大表示できます。 拡大中は、 液晶
モニターに画像の拡大個所の中心を表示するためのガイ ドが表示され
ます。

1 Qモードに入り、十字キー（45）で拡大表示したい画像
を選ぶ

2 ズームボタンのyを押す
画面が大き く （1.1倍～8倍） 表示されます。
ズームボタンのyを押し続けると連続的に

大きさが変わります。
画像のどの部分を拡大しているかを画面左

下のガイ ド表示で確認できます。

拡大表示中にできる操作
十字キー （2345） ： 拡大位置を移動する

ズームボタン （y） ： 画像を拡大する （最大8倍まで）
ズームボタン （f） ： 画像を縮小する （最小1.1倍まで）

3 4ボタンを押す
1画面表示に戻ります。

画像を拡大して再生する

• 16連写で撮影した画像と動画は、拡大表示できません。

• 液晶モニターが「情報表示なし」になっている場合は、ガイドは表示

されません。

1, 2
3

2

2.02.0×2.0×

ガイド表示
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5

保存された画像を連続して再生します。

1 Qモードに入り、十字キー（45）でスライドショウを開
始する画像を選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でu（スライドショウ）を選ぶ

4 4ボタンを2回押す
スライ ドシ ョウがスタート します。
スライ ドシ ョウの途中で4ボタンを押すと、 一時停止します。 一時

停止中に4ボタンを押すと再開します。

5 4ボタン、電源スイッチ以外のどれかのボタンを押す
スライ ドシ ョウが終了します。

再生時の表示間隔、 画像切り替え時の画面効果や効果音を設定します。

1 Qモードで十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でu（スライドショウ）を選ぶ

スライドショウを楽しむ

動画の再生中に十字キー（5）を押すと、スライドショウは終了せずに

次の画像を表示します。

スライドショウの条件を設定する

OKMENU

1, 2, 3
4
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3 4ボタンを押す
スライ ドシ ョウの条件を設定する画面が表

示されます。

4 十字キー（23）で「表示間隔」を選ぶ

5 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

6 十字キー（23）で表示間隔を切り替え、4ボタンを押す
3秒、 5秒、 10秒、 20秒、 30秒から選択できます。

7 十字キー（23）で「画面効果」を選ぶ
「画面効果」 を選択後、 引き続き十字キー （5） を押すと、 下記の選

択できる内容がポップアップで表示されます。 十字キー （23） で
選択し、 4ボタンを押すと決定します。

8 十字キー（23）で「効果音」を選ぶ

9 十字キー（45）でO（オン）かP（オフ）に切り替える
画面効果が 「オフ」 以外のとき、画面が切り替わるときに流れる音の

オン （O） ／オフ （P） を切り替えることができます。

10 4ボタンを押す
設定した表示間隔と画面効果でスライ ドシ ョウが始まります。

オフ 切り替え効果なし

ワイプ 左から右へ画面が流れる効果

チェ ッカー 小さな四角のモザイク状のブロッ クで画面が切り替わる効果

フェード
現在の画像が徐々に消え、 そこに次の画像が浮かび上がって
く る効果

ボイスレコーディングモードで録音した音声は、スライドショウでは再

生されません。

• スライドショウは、4ボタン、電源スイッチ以外のいずれかのボタ

ンを押して終了するまで、何度でも繰り返します。

• 動画は、表示間隔の設定にかかわらず、通常はすべて再生されてから

次の画像に移ります。ただし、動画の再生中に十字キー（5）を押す

と、次の画像へ移ります。

• パノラマ写真は、表示間隔の設定にかかわらず、５秒間スクロール再

生されます。

テレビなどで再生する  1p.91

MENU OK

3
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動画を再生する

動画を再生します。 音声も同時に再生されます。

1 Q モードに入り、十字キー（45）
で再生したい動画を選ぶ

2 十字キー（2）を押す
再生が始まります。

再生の途中で十字キー （2） を押すと、 一
時停止します。

再生中にできる操作

十字キー （4） ： 逆方向に再生
十字キー （2） ： 一時停止

ズームボタン （x） ： 音量を大き くする
ズームボタン （w） ： 音量を小さ くする

一時停止中にできる操作
十字キー （4） ： コマ戻しする
十字キー （5） ： コマ送りする

十字キー （2） ： 一時停止を解除 （再生）
グリーンボタン ： 1コマ保存(16連写で撮影した画像の場合)

3 十字キー（3）を押す
再生が停止します。

動画の再生のしかた

• 16連写で撮影した画像も、動画と同じ操作で再生できます。

• 16連写で撮影した画像の1コマ保存では、表示しているコマの静止画

が、640×480の記録サイズで新規保存されます。

1, 2, 3

2

00:3000:30

14:2514:25

100100-00170017100-0017
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テレビなどで再生する

付属のUSB/AVケーブルで、 カメ ラをテレビなどのAV機器に接続すれ
ば、 AV機器のモニターに画像を映しながら撮影したり、 再生ができま
す。 ケーブルを接続する前に、 必ずカメラと AV機器の電源をオフにし
て く ださい。

1 カメラのUSB/AV端子に、付属のUSB/AVケーブルを接続する

2 USB/AVケーブルのもう一方の端子（映像：黄色、音声：白
色）を、AV機器の映像入力端子と音声入力端子に接続する
ステレオ音声の機器に接続するときは、 音声端子を L （白） に差し込

んで く ださい。

3 AV機器の電源をオンにする
カ メ ラを接続した機器と、画像を映し出す機器が別の場合は、両方の

電源をオンにします。
複数の映像入力端子があるAV機器 （テレビなど） で画像を見る場合

は、 ご使用のAV機器の使用説明書をご確認の上、 カ メ ラを接続して
いる映像入力端子を選択して く ださい。

4 カメラの電源をオンにする

• 国や地域によってはビデオ出力方式が初期設定（「NTSC」）になって
いると画像や音声を再生できない場合があります。その場合は、出力
方式を「PAL」に切り替えてください。（p.127）

• AV 機器に接続している間は、カメラの液晶モニターはオフになりま
す。また、カメラのズームボタンで音量調整できません。

長時間使用するときは、ACアダプターキットK-AC62J（別売）の使用

をおすすめします。（p.20）

VIDEO
AUDIO

(L)       (R)
黄色

白色

USB／AV端子
91



92

再
生
す
る
・
消
去
す
る

5

画像や音声を消去する

失敗したり、 不要になった画像や音声を消去します。

1画像、 1音声ずつ消去します。

1 Qモードに入り、十字キー（45）で消去したい画像／音
声を選ぶ

2 iボタンを押す
消去を確認する画面が表示されます。

3 十字キー（23）で「消去」を選ぶ

4 4ボタンを押す
消去されます。

1画像／音声ずつ消去する

プロテクトされている画像や音声は消去できません。（p.96）

クイックビューが表示されている間にiボタンを押すと手順2の画面

が表示され、撮影したばかりの画像を消去できます。（p.35）

1, 3
4
2

OK

100100-00170017100-0017
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9画面表示で複数の画像や音声を選択し、 一括して削除します。

1 Qモードで、ズームボタンのfを押
す
画像が9コマずつ表示されます。

2 iボタンを押す
画像や音声にPが表示されます。

3 十字キー（2345）で削除する画
像または音声に移動し、4ボタン
を押す
画像が選択され、 Oが表示されます。

ズームボタンのyを押すと、 押している間
だけ選択した画像が1画面表示されますの

で、 削除したい画像かどうかを確認できま
す （離すと 9画面表示に戻ります）。 ただし、 プロテク ト された画像は

1画面表示できません。

9画面表示して消去する

プロテクトされている画像や音声は消去できません。

3, 5
3, 6
2, 4

1

100 -0010

OKMENU
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5

4 iボタンを押す
消去を確認する画面が表示されます。

5 十字キー（23）で「選択消去」を選ぶ

6 4ボタンを押す
選択した画像や音声が消去されます。

OKMENU

//
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保存されているすべての画像や音声を消去します。

1 Qモードでiボタンを2回押す
すべての画像や音声の消去を確認する画面が表示されます。

2 十字キー（23）で「全画像/音声消
去」を選ぶ

3 4ボタンを押す
すべての画像や音声が消去されます。

まとめて消去する

プロテクトされている画像や音声は消去できません。（p.96）

2
3
1

/

/

OKMENU

/
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5

記録した画像や音声を誤って消去しないようにプロテク ト （保護） す
ることができます。

1 Qモードで十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でZ（プロテクト）を選ぶ

3 4ボタンを押す
「1画像 /音声」 または 「全画像 /音声」 を選
択する画面が表示されます。

4 十字キー（23）で「1画像/音声」を
選ぶ

5 4ボタンを押す
「この画像 /音声にプロテク ト設定を行いま

す」 という メ ッセージの画面が表示されま
す。 別の画像または音声をプロテク トする

場合は、 十字キー （45） で画像または音
声を選びます。

6 十字キー（23）で「プロテクト」を
選ぶ

7 4ボタンを押す
選択した画像または音声がプロテク ト されます。

大切な画像を消さないために（プロテクト）

• プロテクトを解除するには、手順6で「解除」を選びます。

• プロテクトされている画像や音声には、再生時にファイル番号の下に

Yが表示されます。

OKMENU

1, 2, 4, 6
3, 5, 7

OK

/

1 /

OK

//

100100-00170017100-0017
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1 Qモードで十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でZ（プロテクト）を選ぶ

3 4ボタンを押す
「1画像 /音声」 または 「全画像 /音声」 を選
択する画面が表示されます。

4 十字キー（23）で「全画像 / 音声」
を選ぶ

5 4ボタンを押す
「プロテク ト 」 または 「解除」 を選択する画

面が表示されます。

6 十字キー（23）で「プロテクト」を
選ぶ

7 4ボタンを押す
すべての画像と音声がプロテク ト されます。

すべての画像と音声をプロテクトするには

SDメモリーカードまたは内蔵メモリーをフォーマットすると、プロテ

クトされている画像や音声も消去されます。

手順6で「解除」を選ぶと、すべての画像と音声のプロテクト設定が解

除されます。

OKMENU

1, 2, 4, 6
3, 5, 7

OK

/

1 /

//

OKMENU
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画像編集する・印刷する

撮った画像を編集する

撮った画像の記録サイズと画質を変更して、 元の画像よりもファイル
サイズを小さ くすることができます。
SD メモリーカードまたは内蔵メモリーがいっぱいになって撮影できな
く なったとき、画像をリサイズして上書きすれば、空き容量が増え、続
けて撮影できます。

1 Qモードに入り、十字キー（45）でリサイズする画像を
選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でn（リサイズ）を選ぶ

4 4ボタンを押す
記録サイズと画質を選択する画面が表示さ

れます。

5 「記録サイズ」と「画質」を選択する
それぞれ、十字キー （45） で選択します。
「記録サイズ」 と 「画質」 の切り替えは、 十

字キー （23） で行います。

画像のサイズと画質を変える（リサイズ）

• パノラマ写真、16連写で撮影した画像、動画は、リサイズできません。

• 元の画像よりも大きいサイズ、きれいな画質は選択できません。

リサイズ後の「記録サイズ」としては、撮影可能な記録サイズ（p.62）
の他にa、P、Dも選択できます。

OKMENU

1, 2, 3, 5, 7
4, 6, 8

OKMENU

8M
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6 4ボタンを押す
上書きを確認する画面が表示されます。

画像がプロテク ト されている場合は、確認画面は表示されず、自動的
に新規保存されます。

7 十字キー（23）で「上書き保存」ま
たは「新規保存」を選ぶ

8 4ボタンを押す
リサイズされた画像が保存されます。

OKMENU
99
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6

画像周囲の不要な部分をカッ ト して、 別の画像として保存します。

1 Qモードに入り、十字キー（45）でトリミングしたい画
像を選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でo（トリミング）を選ぶ

4 4ボタンを押す
ト リ ミ ングを行う画面が表示されます。

5 トリミングする範囲を指定する
ズームボタン ： ト リ ミ ングサイズを変える
十字キー （2345） ： ト リ ミ ング範囲を移動する

グリーンボタン ： ト リ ミ ング範囲を回転する

6 4ボタンを押す
ト リ ミ ングされた画像が新しいファイル名で保存されます。
ト リ ミ ング後の画像は、元の画像と同じ画質で保存されます。記録サ

イズは、 ト リ ミ ングサイズに応じて自動的に設定されます。

画像をトリミングする

パノラマ写真、16連写で撮影した画像、動画は、トリミングできません。

OKMENU

1, 2, 3, 5
4, 6
5

5

OKMENU
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内蔵メモリーとSD メモリーカード間で画像や音声をコピーします。 カ
メラにSD メモリーカードが入っていないと、 この機能は選択できませ
ん。

1 Qモードで十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でp（画像/音声コピー）を選ぶ

3 4ボタンを押す
コピー方法を選択する画面が表示されます。

内蔵メモリー内のすべての画像と音声をSD メモリーカードにまとめて
コピーします。 画像をコピーする前に、 SD メモリーカードに充分な容
量があることを確認しておいて く ださい。

4 十字キー（23）を押して「f}{」
を選ぶ

5 4ボタンを押す
すべての画像と音声がコピーされます。

画像や音声をコピーする

SDメモリーカードをセットするときや取り出すときは、必ず電源をオ

フにしてください。

内蔵メモリーからSDメモリーカードにコピーする場合

OKMENU

1, 2, 3, 6
3, 5, 7

OK

SD

SD
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6

SD メモリーカード内の画像や音声を1つずつ選んで、 内蔵メモリーに
コピーします。

4 十字キー（23）を押して「{}f」
を選ぶ

5 4ボタンを押す

6 十字キー（45）でコピーするファ
イルを選ぶ

7 4ボタンを押す
選択した画像／音声がコピーされます。

SDメモリーカードから内蔵メモリーにコピーする場合

SDメモリーカードから内蔵メモリーにコピーする場合、新しいファイ

ル名で画像がコピーされます。

OKMENU

//
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デジタルフ ィルタを使うと、 パソコンを使わなくても、 撮った画像の色調な
どを変えることができます。 白黒、 セピア、 赤、桃、 紫、青、 緑、黄の8種類
のフィルタで、 センスを活かしたアレンジが楽しめます。

1 Qモードに入り、十字キー（45）で編集する画像を選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でD（デジタルフィルタ）を選ぶ

4 4ボタンを押す
デジタルフ ィルタを選ぶ画面が表示されま
す。

5 十字キー（23）で使用するデジタ
ルフィルタを選ぶ
切り替えるたびに、 そのフ ィルタで加工し
た結果が液晶モニターに表示されるので、
確認しながら選びます。

6 4ボタンを押す
上書きを確認する画面が表示されます。

7 十字キー（23）で「上書き保存」ま
たは「新規保存」を選ぶ
画像がプロテク ト されている場合は、 確認画
面は表示されず、自動的に新規保存されます。

8 4ボタンを押す
デジタルフ ィルタで加工された画像が、 元の画像と同じ記録サイズ、
画質で保存されます。

画像の色調などを変える（デジタルフィルタ）

デジタルフィルタで加工できるのは、このカメラで撮った静止画のみで

す。パノラマ写真、動画、他のカメラで撮った静止画は加工できません。

OKMENU

1, 2, 3, 5, 7
4, 6, 8

OKMENU

OKMENU
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明るさフ ィルタを使う と、 パソコンを使わずに、 撮った画像の明るさ
を変えることができます。

1 Qモードに入り、十字キー（45）で編集する画像を選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でq（明るさフィルタ）を選ぶ

4 4ボタンを押す
明るさを調整する画面が表示されます。

5 十字キー（45）で明るさを調整する
切り替えるたびに、 液晶モニターに表示中
の画像の明るさも変わるので、 確認しなが
ら選びます。

6 4ボタンを押す
上書きを確認する画面が表示されます。

7 十字キー（23）で「上書き保存」または「新規保存」を選ぶ
画像がプロテク ト されている場合は、確認画面は表示されず、自動的

に新規保存されます。

8 4ボタンを押す
明るさフ ィルタで加工された画像が元の画像と同じ記録サイズ、画質
で保存されます。

画像の明るさを変える（明るさフィルタ）

明るさフィルタで加工できるのは、このカメラで撮った静止画のみで

す。パノラマ写真、動画、他のカメラで撮った静止画は加工できません。

OKMENU

1, 2, 3, 5, 7
4, 6, 8

OKMENU
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撮った静止画に、 あとからフレーム （飾り枠） を合成して楽しめます。
あらかじめカ メ ラに登録されているフレームのほか、 ホームページか
らダウンロード したフレームも使えます。

1 Qモードに入り、十字キー（45）でフレーム合成する画
像を選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でY（フレーム合成）を選ぶ

4 4ボタンを押す
選べるフレームが9画面表示されます。

5 十字キー（2345）で使用するフ
レームを選ぶ

6 4ボタンまたはズームボタンのyを
押す
選んだフレームが1画面表示されます。
フレームは次の方法で選びなおすことがで
きます。

十字キー （45） ： 別のフレームに切り替
える

3ボタンまたはズームボタン （f）
： 選べるフレームの9画面表示に戻る

撮った画像にフレームを合成する

OKMENU

6

1, 2, 3, 5, 9
4, 6, 7, 8, 10

OKOKMENU

OKMENU
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7 4ボタンを押す
画像の位置調整、 拡大と縮小を行う画面が

表示されます。
十字キー （2345） で画像の位置を調整
し、 ズームボタンで画像の拡大と縮小をす

ることができます。

8 4ボタンを押す
上書きを確認する画面が表示されます。

9 十字キー（23）で「上書き保存」ま
たは「新規保存」を選ぶ
画像がプロテク ト されている場合は、 確認
画面は表示されず、 自動的に新規保存され

ます。

10 4ボタンを押す
フレームが合成された画像が、 hの記録サイズで保存されます。

ホームページなどから入手したフレームを使って、 フレーム合成する
こともできます。 手順3でY （フレーム合成） を選びOKボタンを押す
と、 内蔵メモリーとSD メモリーカードに保存されているフレームが表
示されます。

パノラマ写真、16連写で撮影した画像、動画、i以下のサイズの画像

は、フレーム合成できません。手順4でエラーメッセージが表示されま

す。

新しく入手したフレームを使う

• あらかじめ内蔵メモリー内に登録されている3種類のフレームは削除

することができません。

• ダウンロードして新しく入手したフレームは、最大96種類まで表示す

ることができますので、内蔵メモリーに登録されている3種類のフ

レームと合わせ、99種類から選択することができます。

OKMENU

OKMENU
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ストロボ撮影で人物の目が赤く写った画像を補正します。

1 Qモードに入り、十字キー（45）で赤目補正する画像を
選ぶ

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）でZ（赤目補正）を選ぶ

4 4ボタンを押す
上書きを確認する画面が表示されます。

5 十字キー（23）で「上書き保存」ま
たは「新規保存」を選ぶ
画像がプロテク ト されている場合は、 確認
画面は表示されず、 自動的に新規保存され

ます。

6 4ボタンを押す
赤目補正された画像が元の画像と同じ記録サイズ、画質で保存されま
す。

赤目を補正する

• 動画や、カメラが赤目画像と判断できなかった静止画は「赤目補正」

できません。手順4でエラーメッセージが表示されます。

• 赤目補正できるのは、このカメラで撮影した静止画像のみです。ただ

しパノラマ写真、16連写で撮影した画像は赤目補正できません。

OKMENU

1, 2, 3, 5
4, 6

OKMENU
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DPOFの設定をする

DPOF （Digital Print Order Format） とは、 デジタルカ メ ラで撮影した
静止画像に、 プリン トのための情報を記録するためのフォーマッ トで
す。撮影した静止画にDPOF設定をすると、 DPOF対応プリンターやプ
リン トサービス店でDPOF設定にしたがったプリン トが行えます。
動画や音声のみのファイルには、 DPOF 設定をすることはできません。

各画像ごとに、 次の項目の設定をします。

1 Qモードで十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でr（DPOF）を選ぶ

3 4ボタンを押す
「1画像」 または 「全画像」 を選択する画面
が表示されます。

4 十字キー（23）で「1画像」を選ぶ

1画像ずつ設定する

枚数 プリン トする枚数を設定します。 99枚までの設定ができます。

日付 プリン トする画像に日付を入れるか入れないかを設定します。

OKMENU

1, 2, 4, 6
3, 5, 8
7

OK

1
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5 4ボタンを押す
「この画像にDPOF設定を行います」 という

メ ッセージの画面が表示されます。 別の画
像に DPOF 設定する場合は、 十字キー
（45） で画像を選択します。

すでにDPOFが設定されている画像は、 設
定された枚数と日付のO （オン） ／P （オ

フ） が表示されます。

6 十字キー（23）でプリント枚数を設定する

7 グリーンボタンを押し、「日付」をO
（オン）かP（オフ）に切り替える
O ： プリン トに日付を入れる

P ： プリン トに日付を入れない

その他の画像にも DPOF設定をしたい場合
は、 十字キー （45） で画像を選び、 手順

6、 7を繰り返します。

8 4ボタンを押す
DPOF設定が保存され、 DPOF設定メニュー画面に戻ります。

• プリンターやプリント取扱い店のプリント機器によっては、DPOFの
設定で「日付」をオンにしても日付がプリントされないことがありま

す。

•「日付写し込み」（p.77）を使用してすでに日付が入っている画像で

は、 DPOF設定をオンにしないで下さい。日付が二重に印刷されてし

まいます。

DPOF設定を解除するには、手順6で枚数を「00」に設定して、4ボ

タンを押します。

DPOFDPOFDPOF

OK

00

MENU

100100-00170017100-0017

OKMENU

DPOFDPOFDPOF

100100-00170017100-0017

01
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カメラに保存されているすべての画像に同じ 「枚数」 「日付」 の設定が
適用されます。

1 QモードでDPOFの設定をする画面を表示する
p.108の手順1～3をご覧く ださい。

2 十字キー（23）で「全画像」を選ぶ

3 4ボタンを押す
「すべての画像にDPOF設定を行います」 と
いう メ ッセージの画面が表示されます。

4 プリント枚数、日付をO（オン）か
P（オフ）に切り替える
設定のしかたは 「1画像ずつ設定する」 の手
順6、 7 （p.109） をご覧 く ださい。

5 4ボタンを押す
設定した値で全画像のDPOF設定が保存され、 DPOFの設定をする画

面に戻ります。

全画像を設定する

• 全画像設定では、すべての画像に同じプリント枚数が設定されます。

プリントをする前に必ず、枚数の設定が正しいか確認してください。

•「日付写し込み」（p.77）を使用してすでに日付が入っている画像で

は、 DPOF設定をオンにしないで下さい。日付が二重に印刷されてし

まいます。

全画像設定を行うと、1画像ずつの設定は解除されます。

OKMENU

1, 2, 4
1, 3, 5
4

DPOFDPOFDPOF

OKMENU

00
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カメラとプリンターをつないでプリントする
（PictBridge）
付属のUSB/AVケーブル （I-UAV77） でカ メ ラをPictBridge対応プリン
ターに接続すると、 パソコンを介さな く てもカ メ ラからダイレク トに
画像をプリン トすることができます。 プリン トする画像の選択やプリ
ン ト枚数などは、 カ メ ラとプリンターを接続した状態で、 カ メ ラ側で
設定します。

1 「R設定」メニューの「USB 接続」を「PictBridge」に設
定する
「USB接続モードを変更する」 （p.126） をご覧く ださい。

2 カメラの電源をオフにする

3 付属のUSB/AVケーブルでカメラをプリンターに接続する

4 プリンターの電源をオンにする

5 プリンターの起動が完了したら、カ
メラの電源をオンにする
印刷モー ド を選択する画面が表示されま
す。

• カメラをプリンターに接続するときは、ACアダプターキットK-AC62J
（別売）のご使用をおすすめします。プリンターと通信中に電池が消

耗すると、プリンターが誤動作したり、画像データが壊れることがあ

ります。

• データ転送中は、USB/AVケーブルを抜かないでください。

• プリンターの機種によっては、カメラ側の設定（印刷設定、DPOF設
定など）が一部反映されないことがあります。

• 設定されたプリント枚数が500枚以上になる場合、正しくプリントさ

れないことがあります。

• 1枚の用紙に複数画像をプリントする設定はカメラではできません。

プリンター側で設定するか、パソコンを使って印刷してください。

カメラをプリンターに接続する

1

DPOF

OK
111



112

画
像
編
集
す
る
・
印
刷
す
る

6

1 印刷モードを選択する画面で十字
キー（23）を押して、「1画像」を選ぶ

2 4ボタンを押す
印刷条件を設定する画面が表示されます。

3 十字キー（45）でプリントする画
像を選ぶ

4 十字キー（23）でプリントする枚
数を選ぶ
99枚まで設定できます。

5 グリーンボタンで、「日付」をO（オ
ン）かP（オフ）に切り替える
O ： プリン トに日付を入れる

P ： プリン トに日付を入れない

6 4ボタンを押す
印刷設定を確認する画面が表示されます。

プリンター側の印刷設定でプリン トすると
きは、 4ボタンを押します。

印刷設定を変更するときは、 手順7へ進み
ます。

7 グリーンボタンを押す
印刷設定の変更画面が表示されます。

8 「用紙サイズ」を選び、十字キー（5）
を押す
用紙サイズの選択画面が表示されます。

1画像ずつプリントする

1

DPOF

OK

OK

01

MENU

100100-00170017100-0017

OKMENU

PictBr idge

MENU
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9 十字キー（2345）で用紙サイズ
を選ぶ
お使いのプリンターで印刷可能な用紙だけ
が選択できます。

10 4ボタンを押す
用紙サイズの設定が保存され、 印刷設定の

変更画面に戻ります。

11 十字キー（23）で「用紙タイプ」を選び、十字キー（5）
を押す
ポップアップが表示されます。

12 十字キー（23）で用紙タイプを選び、4ボタンを押す
用紙タイプの設定が保存され、印刷設定の変更画面に戻ります。引き
続き、 手順11～12と同様の操作で 「印刷品質」 「ふち指定」 を設定し

ます。
それぞれの_設定を選択するとプ リン ター側の設定にしたがいま

す。
用紙タイプは、 Eの数が多いほど高品質な用紙に対応します。
印刷品質は、 Eの数が多いほど高品質な印刷を行います。

各項目の設定が終了するごとに、 印刷設定の変更画面が表示されま
す。

13 3ボタンを押す
印刷設定を確認する画面に戻ります。

14 4ボタンを押す
設定した値で印刷が開始されます。

3ボタンを押すと、 印刷を中止します。

• プリンターと通信中は電源ランプが点灯、カードアクセス中、プリン

ト中は電源ランプが点滅してお知らせします。電源ランプ点滅中は、

USB／AVケーブルを取り外さないでください。

•「日付写し込み」（p.77）を使用してすでに日付が入っている画像で

は、 DPOF設定をオンにしないで下さい。日付が二重に印刷されてし

まいます。

「用紙サイズ」「用紙タイプ」「印刷品質」「ふち指定」の設定は、カメラ

の電源を切ると、ご購入時の状態に戻ります。

プリンターからケーブルを取り外す 1p.115

OKMENU

2L

L
100×150

A4

A34”×6”

8”×10”

11”×17”
113



114

画
像
編
集
す
る
・
印
刷
す
る

6

1 印刷モードを選択する画面で十字
キー（23）を押して、「全画像」を
選ぶ

2 4ボタンを押す
印刷する条件を設定する画面が表示されま

す。

3 プリント枚数、日付プリントの有無
を設定する
全画像を何枚ずつプリン トするか、 日付を
プリン トするかどうかを選びます。

設定のしかたは 「1画像ずつプリン トする」 の手順4、 5 （p.112） を
ご覧く ださい。

4 4ボタンを押す
印刷設定の確認画面が表示されます。
印刷設定を変更するときは、 「1画像ずつプリン トする」 の手順7～11
（p.112～p.113） をご覧 く ださい。

5 印刷設定の確認画面で4ボタンを押す
設定した条件で全画像のプリン トが開始されます。
3ボタンを押すと、 印刷を中止します。

全画像をプリントする

「日付写し込み」（p.77）を使用してすでに日付が入っている画像では、

DPOF設定をオンにしないで下さい。日付が二重に印刷されてしまいま

す。

1

DPOF

OK

01

OK

28

MENU

100100 -00170017100 -0017



6

画
像
編
集
す
る
・
印
刷
す
る

1 印刷モードを選択する画面で十字キー（23）を押して、
「DPOF指定」を選ぶ

2 4ボタンを押す
DPOF設定の内容が表示されます。
十字キー （45） で、画像ごとの印刷枚数、

日付の有無、 プリン ト合計枚数を確認でき
ます。 DPOF設定については、 p.108をご覧

く ださい。

3 4ボタンを押す
印刷設定の確認画面が表示されます。
印刷設定を変更するときは、 「1画像ずつプリン トする」 の手順7～11
（p.112～p.113） をご覧 く ださい。

4 印刷設定の確認画面で4ボタンを押す
設定した内容でプリン ト されます。

3ボタンを押すと、 印刷を中止します。

プリン トが終了したら、USB/AVケーブルをカメラとプリンターから取
り外します。

1 カメラの電源をオフにする

2 カメラとプリンターからUSB/AVケーブルを取り外す

DPOFの設定でプリントする

プリンターからケーブルを取り外す

01

DPOFDPOF

OK

10

MENU

100100 -00170017100 -0017
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音声を録音する・再生する

音声を録音する（ボイスレコーディングモード）

音声を記録します。 マイクはカ メ ラの正面に向かってレンズの左下に
ありますので、音声を記録する際は最適な状況で録音できるように、カ
メラの向きを調整して く ださい。

1 Aモードで十字キー（3）を押す
撮影モードパレッ トが表示されます。

2 十字キー（2345）でO（ボイスレコーディング）を選ぶ

3 4ボタンを押す
液晶モニターに録音可能な時間と、 これか
ら録音するファイルの録音時間が表示され

ます。
1 録音時間

2 残り録音可能時間

OKMENU

グリーンボタン

4ボタン

十字キー

スピーカー

シャッ ターボタン

マイク

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

01:31:4401:31:44

00:00:0000:00:0000:00:00

SHUTTER REC

1414:25:2514:25

1 2
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4 シャッターボタンを全押しする
録音が開始されます。 録音中は、 電源ラン

プが点滅します。
録音は連続で内蔵メ モ リー /SD メ モ リー
カードの空き容量いっぱい、 または最大24
時間まで可能です。
録音中にグリーンボタンを押すと、 録音中

の音声にインデッ クスを付けることができます。

5 シャッターボタンを全押しする
録音を停止します。

• 手順4で1秒以上シャッターボタンを押し続けると、シャッターボタン

を押し続けている間録音し、シャッターボタンから指を離したときに

録音を停止します。

• 音声はモノラルのWAVEファイルで記録されます。

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02

00:01:2200:01:22

01:30:2201:30:22

00:01:22

SHUTTER REC

1414:25:2514:25
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7

音声を再生する

Oモードで録音した音声を再生します。

1 Qボタンを押す

2 十字キー（45）で再生したい音声
ファイルを選ぶ

3 十字キー（2）を押す
録音を再生します。
1 ファイルの総録音時間
2 再生済時間

再生中にできる操作
十字キー （2） ： 再生を一時停止
ズームボタン （x） ： 音量を大き くする
ズームボタン （w） ： 音量を小さ くする

インデックスがない場合
十字キー （4） ： 巻き戻し
十字キー （5） ： 早送り

インデックスがある場合
十字キー （4） ： 前のインデックス位置から再生
十字キー （5） ： 次のインデックス位置から再生

一時停止中にできる操作
十字キー （2） ： 再生を再開
十字キー （4） ： 約5秒前に戻る
十字キー （5） ： 約5秒先に送る

4 十字キー（3）を押す
再生が停止します。

2, 3, 4

3
1

2008/02 /022008/02 /022008/02 /02
1414:25:2514:25

00:00:0000:00:00
00:01:3000:01:30

00:00:00
00:01:30

100100-00250025100-0025

1 2
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設定

カメラの設定をする

SDメモリーカードに保存されているすべてのデータを消去します。
SD メモリーカードが入っていない場合は、 内蔵メモリーのデータが消
去されます。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「フォー
マット」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
「フォーマッ ト」 画面が表示されます。

3 十字キー（23）で「フォーマット」
を選ぶ

4 4ボタンを押す
フォーマッ トが開始されます。 フォーマッ

トが終わると撮影モードまたは再生モード
に戻ります。

SDメモリーカード／内蔵メモリーをフォーマットする

• SD メモリーカードのフォーマット中は、カードを取り出さないでく

ださい。カードが破損して使用できなくなることがあります。

• フォーマットを行うと、プロテクトされた画像や、このカメラ以外で

記録したデータも消去されます。ご注意ください。

• パソコンなどこのカメラ以外の機器でフォーマットされたSDメモリー

カードは使用できません。必ずカメラでフォーマットを行ってくださ

い。

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

MENU

「R設定」 メニューの呼び出しかた

3ボタン

4ボタン

十字キー

OK
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各種操作音の音量、 それぞれの音の種類を変更できます。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「サウン
ド」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
「サウンド」 画面が表示されます。

3 十字キー（23）を押して「音量」を選ぶ

4 十字キー（45）を押して音量を調節する
選んだ音量が保存されます。
音量を0にすると起動音、 シャ ッ ター音、 操作音、 セルフタイマー音

は鳴りません。

5 十字キー（23）を押して「起動音」を選ぶ

6 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

サウンドの設定を変更する

操作音量を変更する

音の種類を変更する

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

1
1

1

MENU
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7 十字キー（23）で「1」「2」「3」「オフ」のいずれかを選
び、4ボタンを押す
選んだ音の種類が保存されます。

8 手順5～7と同様の操作で「シャッター音」「操作音」を設
定する
セルフタイマー音は、 十字キー （45） でO （オン） かP （オフ） に
切り替えます。

9 3ボタンを押す
変更した設定のまま、 「R設定」 メニューに戻ります。
121
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初期設定で設定した日付と時刻を変更します。 また、 カ メ ラに表示す
る日付の表示形式を設定します。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「日時設
定」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
「日時設定」 画面が表示されます。

3 十字キー（5）を押す
選択枠が 「年/月/日」 に移動します。

初期設定や前回の設定によっては、 「月/日/
年」 または 「日 /月 /年」 が表示されている

こともあります。

4 十字キー（23）を押して、日付の
表示スタイルを設定する
「年/月/日」 「月/日/年」 「日/月/年」 から選びます。

5 十字キー（5）を押す
選択枠が 「24h」 に移動します。

6 十字キー（23）を押して、「24h」
（24時間表示）または「12h」（12時
間表示）を設定する

日時を変更する

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h
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7 十字キー（5）を押す
選択枠が 「表示スタイル」 に戻ります。

8 十字キー（3）を押す
選択枠が 「日付」 に移動します。

9 十字キー（5）を押す
手順４で設定した表示スタイルにしたがっ

て、 選択枠が下記の項目に移動します。
「年/月/日」 の場合 西暦年（例：「2008」年）

「月/日/年」 の場合 月 （例 ： 「01」 月）
「日/月/年」 の場合 日 （例 ： 「01」 日）

以下の操作手順や画面は、 「年/月/日」 に設
定した場合です。他の表示スタイルに設定した場合でも、操作方法は

同様です。

10 十字キー（23）を押して、西暦年を設定する

11 十字キー（5）を押す
選択枠が 「月」 に移動します。 十字キー （23） で月を設定します。
月を設定後は、 同様の操作で、 日を設定します。

12 手順7～10と同様の操作で、時刻を設定する
手順6で 「12h」 を選択した場合は、 時刻調整に連動してAM／PMが
切り替わります。

13 4ボタンを押す
日時の設定が保存されます。

日時の設定終了後、4ボタンを押すと、0秒にセットされます。時報

に合わせて4ボタンを押すと、秒単位まで正確な日時設定が行えま

す。

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h

MENU

2008/01 /01

0:00

OK

/ / 24h
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メニューやエラーメ ッセージなどに表示される言語を変更します。
英語／フランス語／ド イツ語／スペイン語／ポルトガル語／イタ リア
語／オランダ語／デンマーク語／スウェーデン語／フ ィ ンランド語／
ポーランド語／チェコ語／ハンガリー語／トルコ語／ロシア語／タイ
語／韓国語／中国語 （繁体字/簡体字） ／日本語の19言語に対応してい
ます。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「Language/
」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
「Language/ 」 画面が表示されます。

3 十字キー（2345）で表示させた
い言語を選ぶ

4 4ボタンを押す
選んだ言語で表示するよ う に設定されま

す。

表示言語を変更する

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

MENU

Engl ish

Neder lands

Svenska

I ta l iano

Dansk

OK

Deutsch
Polski

Magyar

Suomi
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設
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撮影した画像や音声が保存されるフォルダ名の付けかたを、 「標準」 と
「日付」 から選びます。 「日付」 を選ぶと、 撮影日ごと違う フォルダに
保存されます。
フォルダ名

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「フォル
ダ名」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

3 十字キー（23）で「標準」か「日付」に切り替える

4 4ボタンを押す
フォルダ名の設定が保存されます。

画像のフォルダ名を変更する

標準 XXXPENTX （XXXは3桁のフォルダ番号）

日付
XXX_mmdd （3桁のフォルダ番号_月日）
※ 日付の表示スタ イルが 「日／月／年」 に設定されている場合は、

xxx_ddmm （3桁のフォルダ番号_日月） になります。

ひとつのフォルダに、9999 個のファイルを保存できます。9999 個を超

えると、自動的に次のフォルダが作成されます。

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

DCIM

100PENTX

101_0325

102_0401

DCIM

100PENTX

101_0325

DCIM

100PENTX

100 100

101

100

101

102

標準で撮影
（例 ： 3/25）

「フォルダ名」 を日付に変更
（例 ： 3/25）

次回に撮影
（例 ： 4/1）
125
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USB/AVケーブルの接続先（パソコンまたはPictBridge対応プリンター）
に応じてUSB接続モードを切り替えます。

1 「R 設定」メニューで、十字キー（23）を押して「USB
接続」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

3 十字キー（23）で「PC」か
「PictBridge」に切り替える
「PC」 ：パソ コンに画像を転送する

場合に選択

「PictBridge」 ：PictBridge対応のプリ ンター
に接続する場合に選択

4 4ボタンを押す
USBモードの設定が保存されます。

USB接続モードを変更する

パソコンとの接続については、別紙の「PC接続ガイド」をご覧ください。

「USB接続」で「PictBridge」に設定したままカメラをパソコンに接続

しないでください。また、「PC」に設定したままカメラをプリンターに

接続しないでください。

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

1/2

MENU

Language/

USB

2008/02 /02

PC
PC
PictBridge

OK
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カメラをテレビなどのAV機器につないで撮影や再生をするときのビデ
オ出力形式を、 NTSC方式とPAL方式から選択します。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「ビデオ
出力」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

3 十字キー（23）で「NTSC」か「PAL」
に切り替える
接続するAV機器のビデオ出力方式に合わ
せて選択します。

4 4ボタンを押す
ビデオ出力方式の設定が保存されます。

ビデオ出力方式を選択する

国や地域によっては、ビデオ出力方式が初期設定（「NTSC」）になって

いると画像や音声を再生できない場合があります。その場合は、出力方

式を「PAL」に切り替えてください。

テレビなどで再生する  1p.91

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

2/2

LCD
5
3

NTSC
PAL

MENU OK
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液晶モニターの明るさを調節して、 見やす くするこ とができます。 日
差しの強い屋外などで、 液晶モニターが見に く いときにお使い く ださ
い。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「LCDの
明るさ」を選ぶ

2 十字キー（45）で明るさを調整する
F （暗）
G （標準）

H （明）

3 3ボタンを押す
撮影モードまたは再生モードに戻ります。

液晶モニターは、 設定した明るさで表示さ
れます。

液晶モニターの明るさを設定する

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

十字キー

2/2

MENU

LCD
NTSC

5
3
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一定時間操作しないときに、 液晶モニターの明るさが自動的に暗く な
るように設定することで、 電池の消耗を軽減します。 節電機能が働き、
液晶モニターが暗く なった場合は、 何かのボタン操作をすると、 元の
明るさに戻ります。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「エコ
モード」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

3 十字キー（23）で「2分」「1分」「30
秒」「15秒」「5秒」「オフ」のいずれ
かを選ぶ

4 4ボタンを押す
エコモードの設定が保存されます。

節電機能を使う（エコモード）

以下の場合はエコモードになりません。

• メニュー表示中

• 動画撮影中

• 再生中

• プリンター接続中

• テレビなどAV機器に出力中

• メッセージ表示中

•「5秒」に設定されている場合、電源をオンにしてから何も操作しない

と、エコモードになるのは15秒後になります。

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

2/2

LCD
NTSC

5
3

2
1
30
15
5

MENU OK
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一定時間操作しないときに、自動的に電源が切れるように設定できます。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「オート
パワーオフ」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
ポップアップが表示されます。

3 十字キー（23）で「5分」か「3分」
か「オフ」に切り替える

4 4ボタンを押す
オートパワーオフの設定が保存されます。

オートパワーオフを設定する

パソコンやプリンターに接続しているときは、オートパワーオフ機能が

作動しません。

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

2/2

LCD
NTSC

5
35
3

MENU OK
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撮影モードパレッ ト (p.45） や再生モードパレッ ト （p.47） でアイコン
を選んだときに、 モードの説明を表示するかどうかを設定します。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「ガイド
表示」を選ぶ

2 十字キー（45）でO（オン）かP（オ
フ）に切り替える
下記の設定で保存されます。
オン ： 表示させる

オフ ： 表示させない

3 3ボタンを押す
撮影モードまたは再生モードに戻ります。

ガイド表示を設定する

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

2/2

MENU

LCD
NTSC

5
3

131



132

設
定

8

カ メ ラの設定内容をお買い上げ時の状態に戻します。 リセッ ト できる
項目については 「初期設定一覧」 （p.134） をご覧く ださい。

1 「R設定」メニューで、十字キー（23）を押して「リセッ
ト」を選ぶ

2 十字キー（5）を押す
「リセッ ト 」 画面が表示されます。

3 十字キー（23）で「リセット」を選ぶ

4 4ボタンを押す
設定がリセッ ト されます。

設定をリセットする

「Language/言語」「日時設定」「ビデオ出力」は、リセットされません。

MENU

1/2

Language/

USB

2008/02 /02

PC

「R設定」 メニューの呼び出しかた

MENU

3ボタン

4ボタン

十字キー

OK
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カ メ ラの電源をオンにしたときに起動画面と して表示させる画像を設
定します。

1 Qボタンを押す
Qモードに入ります。

2 十字キー（3）を押す
再生モードパレッ トが表示されます。

3 十字キー（2345）で^（起動画面設定）を選ぶ

4 4ボタンを押す
起動画面を選択するための画面が表示され
ます。

5 十字キー（45）を押して、起動画
面として表示する画像を選ぶ

6 4ボタンを押す
起動画面の設定が保存されます。

起動画面を変更する

パノラマ写真、16連写で撮影した画像は起動画面には使えません。

• 設定した起動画面は、元の画像を消去したり、SD メモリーカードや

内蔵メモリーをフォーマットしても消去されません。

•「オフ」を選ぶと起動画面が表示されなくなります。

2, 3, 5
4, 6

OKMENU

再生モードパレッ トの呼び出しかた

1

OK

100100 -00170017100 -0017

MENU
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付録

初期設定一覧

工場出荷時の設定を表に示します。
各メニュー項目の中で初期設定値があるものについて表示内容の意味
を示します。

ラストメモリ設定
する ：カ メ ラの電源をオフにしても現在の設定 （ラス ト メモリ）

が保存される。
しない ：カ メラの電源をオフにすると初期設定に戻る。
※ ：「する」／「しない」は「モード メモリ」（p.78）の設定による。
ー ：該当なし。

リセット設定
する ： リセッ ト （p.132） で初期設定に戻る。
しない ： リセッ ト しても設定が保存される。

「A撮影」メニュー項目

名称 初期設定
ラスト メ
モリ設定

リセッ ト
設定

参照

記録サイズ （3264×2448） する する p.62
画質 D （フ ァイン） する する p.64
AFモード J （マルチ） する する p.68
感度 オート ※ する p.71
露出補正 ±0.0 ※ する p.72

動画
記録サイズ m （640×480） する する p.82
フレームレート 30fps する する p.83

モード
メモリ

ス ト ロボモード O （オン） する する p.69

ド ライブモード P （オフ） する する
p.74、
p.75

フォーカスモード P （オフ） する する p.66
ズーム位置 P （オフ） する する p.65
感度 P （オフ） する する p.71
露出補正 P （オフ） する する p.72

DISPLAY P （オフ） する する
p.73、
p.84

ファイルNo. O （オン） する する —
日付写し込み P （オフ） する する p.77

8M
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「R設定」メニュー項目

再生モードパレット項目

キーによる操作

名称 初期設定
ラスト メ
モリ設定

リセッ ト
設定

参照

サウンド

音量 3 する する

p.120
起動音 1 する する

シャ ッ ター音 1 する する

操作音 1 する する

セルフタイマー音 O （オン） する する

日時設定

表示スタイル（年月日） 初期設定による する しない

p.29表示スタイル （時間） 初期設定による する しない

日付 初期設定による する しない

時刻 初期設定による する しない

Language/ 初期設定による する しない p.28
フォルダ名 日付 する する p.125
USB接続 PC する する p.126
ビデオ出力 初期設定による する しない p.127
LCDの明るさ G （標準） する する p.128
エコモード 5秒 する する p.129
オートパワーオフ 3分 する する p.130
ガイ ド表示 O （オン） する する p.131

名称 初期設定
ラスト メ
モリ設定

リセッ ト
設定

参照

スライ ド
シ ョウ

表示間隔 3秒 する する

p.88画面効果 ワイプ する する

効果音 O （オン） する する

起動画面設定 オフ する する p.133

名称 機能 初期設定
ラスト メ
モリ設定

リセッ ト
設定

参照

Qボタン 動作モード Qモード ― ― ―

ズーム/w/x
ボタン

ズーム位置 広角端 ※ しない p.65
135



136

付
録

9

十字キー

2 ド ライブモード 9 （標準） ※ する
p.74、
p.75

3 撮影モード
b （オート
ピクチャー）

する する p.45

4 スト ロボモード , （オート ） ※ する p.69
5 フォーカスモード = （標準） ※ する p.66

3ボタン メニュー表示

撮影モード ：
「Aメニュー」

再生モード ：
「Rメニュー」

― ― p.40

4/W
ボタン

情報表示 標準 ※ する
p.73、
p.84

名称 機能 初期設定
ラスト メ
モリ設定

リセッ ト
設定

参照
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撮影モードごとの使える機能／使えない機能

○ ： 設定でき、 動作にも反映されます。
▲ ： 固定設定のため変更できません。
△ ： 設定はできますが、 動作には反映されません。
× ： 設定できません。

b R A d O c Y q <  
i I \ E

, （オート ） ○ ○※11 ○※11 × × × ○ ○ ○※9 ○※11 ○

a （発光禁止） ○ ○ ○ ○ ▲ × ○ ○ ○※9 ○ ○

b （強制発光） × ○※11 ○※11 ○ × × ○ ○ ○※9 ○※11 ○

c （オート＋赤目） × ○ ○ × × × ○ ○ ○※9 ○ ○

d （強制＋赤目） × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○※9 ○ ○

g（セルフタイマー） ○※1 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○※8 ○ ○

Z（2秒セルフタイマー） ○※1 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1 （連続撮影） × × ○ × × × ○ × ○※7 ○ ○

（16連写） × × ○ × × × × × ○※7 ○ ○

= （標準） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

q （マクロ） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

s （無限遠） × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

3（パンフォーカス） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

記録サイズ ▲ ○ ○ ○ ○※2 △ ○ ▲ ○※10 ○ ○

画質 ▲ ○ ○ ○ ○※2 △ ○ ▲ ○ ○ ○

AFモード ▲ ▲※6 ○※6 ○ ○※3 △ ○ ○ ○ ○※6 ○

感度 ▲ ○ ○ ○ ▲ △ ▲※5 ○ ○ ○ ○

露出補正 × × ○ ○ ○※4 △ ○ ○ ○ ○ ○

動画 × △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △
モード メモリ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日付写し込み × ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

※1 モード以外の撮影モードで設定した方が使用可能。
※2 「動画」 設定値に準ず。
※3 コンテ ィニュアスは不可。
※4 撮影中は不可。
※5 高感度オート固定。
※6 人物の顔を認識した場合、 顔認識AFで動作。 認識しない場合 「AFモード」 設定値に

準ず。
※7 モードでは、 連続撮影と 16連写は不可。
※8 モードではセルフタイマー （10秒） は不可。
※9 モードではス ト ロボ設定は不可 （発光禁止固定）。
※10 モードでは、 2Ｍ固定。 「A撮影」 メニューでの変更不可。
※11 人物の顔を認識した場合、 顔認識 AF&AE で動作する。 このとき、 ス ト ロボ発光する

場合は強制＋赤目でスト ロボを発光。
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別売アクセサリー一覧

本機には、 別売アクセサリーとして以下の製品が用意されています。

ACアダプターキット K-AC62J

USB/AVケーブル I-UAV77（※）

ストラップ

O-ST62（※）

O-ST24 本革を使ったリ ッチなレザースト ラ ップです。

O-ST8 シルバーに輝く チェーンス ト ラ ップです。

O-ST30 表面をビニールコート したス ト ラ ップです。

カメラケース

O-CC58
O-CC72

（※） の製品は同梱品と同じものです。
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メッセージ一覧

カ メ ラを使用中に、 液晶モニターに表示されるメ ッセージには以下の
ようなものがあります。

電池容量がな く な り ま
した

電池の残量がありません。 新しい電池と交換するか、 充電
式電池の場合は充電器で充電して ください。 （p.18）

内蔵 メ モ リーの空き容
量がありません

内蔵メモリー／SD メモリーカードに容量いっぱいの画像
が保存されていて、 これ以上画像を保存できません。
新しいSD メモリーカードをセッ トするか、 不要な画像を
消去して く ださい。 （p.22、 p.92）
撮影済み画像の画質または記録サイズを変えると保存で
きる可能性があります。 （p.98）

カー ドの空き容量があ
りません

カードが異常です
SD メモリーカードの異常で、 撮影／再生と もにできませ
ん。 パソコン上では画像を表示またはコピーできる場合も
あります。

カー ドがフ ォーマ ッ ト
されていません

フォーマッ ト されていないSD メモリーカードがセッ ト さ
れているか、 パソコンなどでフォーマッ ト されたSD メモ
リーカードがセッ ト されています。 （p.119）

カー ドがロ ッ ク されて
います

SD メ モ リーカー ドがラ イ ト プロテ ク ト されています。
（p.24）

圧縮に失敗しました
画像の圧縮に失敗しました。 画質／サイズを変えて、 も う
一度撮影または保存して ください。

画像/音声がありません
SD メモリーカードに再生できる画像や音声が保存されて
いません。

消去中です 画像や音声を消去中に表示されます。

再生できません
このカ メ ラでは再生できない画像や音声を再生しよ う と
しています。 他社のカメ ラやパソコンでは表示できる場合
があります。

フ ォルダが作成できま
せん

最大のフォルダ番号 （999） で最大のファイル番号 （9999）
が使用されているため、画像を保存できません。新しいSD
メ モ リーカー ド をセ ッ ト するか、 SD メ モ リーカード を
フォーマッ ト して く ださい。 （p.119）

プロテ ク ト されていま
す

プロテク ト された画像や音声を消去しよ う と した場合に
表示されます。

記録中です

画像がまだ記録中に、 Qモード （再生モード） に切り替
えたとき、 またはプロテク ト、 DPOF設定記録中に表示さ
れます。 画像または設定の記録が終了したら表示が消えま
す。

処理中です
画像処理などに時間がかかり 5秒以上スルー画像が表示で
きないとき、 またはSD メモリーカードや内蔵メモリーを
フォーマッ ト中に表示されます
139
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PictBridge機能を使用する場合に、液晶モニターに表示されるメ ッセー
ジには以下のようなものがあります。

この機能を使用するに
は、グリーンモードを解
除して く ださい。

モード （グリーンモード） では使用できません。グリー
ンボタンを押して、 モードを解除して く ださい。 （p.48）

処理できる画像があ り
ません

画像／音声ファイルが1つもない場合に表示されます。

この画像 /音声を処理で
きません

処理できないフ ァ イルを編集しよ う とすると表示されま
す。

カー ドが入っていませ
ん

SD メモリーカードがセッ ト されていない状態で 「画像 /音
声コピー」 を選択すると表示されます。

カー ドの空き容量が足
りません
画像 /音声をコピーでき
ません

SD メモリーカード／内蔵メモリーにコピーに必要な空き
容量がありません。
新しいSD メモリーカードをセッ トするか、 不要な画像を
消去して く ださい。 （p.22、 p.92）

内蔵 メ モ リーの空き容
量が足りません
画像 /音声をコピーでき
ません

正し く 処理できません
でした

赤目補正処理ができなかった場合に表示されます。

用紙がありません 接続したプリンターの用紙がない場合に表示されます。

インクがありません 接続したプリンターのインクがない場合に表示されます。

プリンターエラーです
接続したプリンターからエラーメ ッセージが送られた場
合に表示されます。

データエラーです
接続したプリンターからデータに関してのメ ッセージが
送られた場合に表示されます。

用紙が詰まりました
接続したプリンターで紙詰まりが起こ った場合に表示さ
れます。
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こんなときは？

現象 原因 対処方法

電源が入らない

電池が入っていない
電池が入っているか確認し、 入っていな
ければ入れて ください。

電池の入れかたを間違
えている

電池の挿入方向を確認して ください。 電
池室内の+-表示にしたがって電池を
入れなおして く ださい。 （p.18）

電池の残量がない
新しい電池を入れて く ださい。 または、
ACアダプターを使用して く ださい。

液晶モニターに何
も表示されない

パソコンに接続してい
る

パソコンに接続しているときは、 液晶モ
ニターは常にオフになります。

AV機器に接続し てい
る

AV機器に接続しているときは、液晶モニ
ターは常にオフになります。

液晶モニターの表
示が確認しづらい

液晶モニターの明るさ
が暗く設定されている

「R設定」 メニューの 「LCDの明るさ」 で
明るさを調整して く ださい。 （p.128）

節電機能（エコモード）
が働いている

節電機能が働いていると、 一定時間操作
しないときに、 液晶モニターの明るさが
自動的に暗く なります。 何かのボタン操
作をすると、 元の明るさに戻ります。
「R設定」 メニューの 「エコモード」 で
「オフ」 に設定するこ とで、 節電機能が
働かないよ う にする こ と も でき ます。
（p.129）

シャ ッ ターが切れ
ない

スト ロボが充電中
スト ロボ充電中は撮影できません。 充電
が完了すると撮影できます。

SD メ モ リーカー ド ま
たは内蔵メモリーに空
き容量がない

空き容量のあるSD メ モ リ ーカー ド を
セッ トするか、 不要な画像を消去して く
ださい。 （p.22、 92）

書き込み中
書き込みが終了するまで待って く ださ
い。

SD メ モ リーカー ドに
記録された画像、動画、
音 声 の フ ァ イ ル が
10000枚に達した

SD メモリーカードを交換するか、不要な
画像を消去して く ださい。

撮影した写真が暗
い

夜景などの暗い場所で
撮るものまでの距離が
遠い

被写体までの距離が遠すぎると、 撮影し
た画像が暗く なります。 ス トロボの光が
とど く範囲で撮影して く ださい。
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静電気などの影響により、 まれにカ メ ラが正しい動作をしな く なることがあります。
このような場合には、 電池を入れ直してみて ください。 入れ直してから再度、 電源を
オンにしてカ メラが正常に動作すれば故障ではありませんので、そのままお使いいた
だけます。

ピン トが合わない

オート フォーカスの苦
手なものを撮影しよう
と している

フ ォーカスロ ッ クを して撮影して く だ
さい （p.67）。

フォーカスフレーム内
に被写体が入っていな
い

液晶モニター中央のフ ォーカスフレー
ム内に、 ピン ト を合わせたいものを入れ
て ください。 撮りたいものをフォーカス
フレーム内にいれてフ ォーカスロ ッ ク
し、 撮りたい構図になおして撮影します
（p.67）。

ス ト ロボが発光し
ない

ス ト ロボの発光方法が
a （発光禁止） になっ
ている

オートまたはb （強制発光） に設定して
く ださい。 （p.69）

ド ラ イ ブモー ドが1
、 フォーカスモード

が s、 撮影モー ド が
d、 

これらのモー ド ではス ト ロボは発光し
ません。

パソコンとのUSB
接続がうま く いか
ない

PictBridgeモードに
なっている

カ メ ラのUSB接続モード 「PC」 に切り
替えて ください。 （p.126）

プ リ ン タ ー と の
USB接続がうま く
いかない

転送モードが 「PC」 に
なっている

転送モード を 「PictBridge」 に切り替え
て ください。 （p.111）

現象 原因 対処方法



9

付
録

主な仕様

静止画撮影枚数

撮影枚数は目安です。 SD メモリーカードや被写体により実際の撮影枚数は異なるこ
とがあります。

型式 ズームレンズ内蔵全自動コンパク ト タイプデジタルスチルカメラ

有効画素数 約810万画素

撮像素子 種別 CCD
サイズ 1/2.5型

記録画素数 静止画 8M （3264×2448）、 5M （2592×1944）
4M （2304×1728）、 3M （2048×1536）
2M （1600×1200）、 1024 （1024×768）
640 （640×480） （単位はピクセル）
※フレーム合成は3M （2048×1536） に固定
※パノ ラマは1コマ2M （1600×1200） に固定
※16連写は1コマ640 （640×480） に固定、
　 1枚が2560×1920に固定

動画 640 （640×480）、 320 （320×240） 単位はピクセル

感度 オート、 マニュアル （ISO 100/200/400/800/1600） （標準出力感度）
※ ISOオートにおいてはISO 100～800の間で自動調整
※Digital SRモード選択時はISOオートでISO1600まで自動調整

記録方式 静止画 JPEG （Exif2.2準拠）、 DCF2.0準拠、 DPOF対応、
PictBridge対応、 PRINT Image Matching III対応

動画 AVI （Motion JPEG準拠）、約30fps／約15fps （フレーム／秒）、
音声付

音声 WAVE （PCM） 方式、 モノ ラル

記録媒体 内蔵メモリー （約9.5MB）、SDメモリーカード、SDHCメモリーカード

C （S.ファイン） D （フ ァイン） E （エコ ノ ミー）

内蔵
メモリー

512MB 内蔵
メモリー

512MB 内蔵
メモリー

512MB

 3264×2448 2枚 137枚 5枚 268枚 7枚 371枚
f 2592×1944 3枚 192枚 7枚 371枚 10枚 536枚
g 2304×1728 4枚 241枚 9枚 483枚 13枚 690枚
h 2048×1536 5枚 301枚 12枚 603枚 17枚 878枚
i 1600×1200 9枚 483枚 16枚 805枚 24枚 1208枚
l 1024×768 19枚 966枚 33枚 1611枚 43枚 2101枚
m 640×480 39枚 1933枚 62枚 3021枚 83枚 4029枚

8M
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動画撮影時間 ・音声録音時間

撮影時間・録音時間は目安です。SDメモリーカードや被写体により実際の撮影時間・
録音時間は異なることがあります。

動画 （30fps） 動画 （15fps） 音声

内蔵
メモリー

512MB 内蔵
メモリー

512MB 内蔵
メモリー

512MB

m
640×480 11秒 8分57秒 23秒 17分54秒

15分33秒 12時間
28分30秒D

320×240 23秒 17分54秒 46秒 35分48秒

レンズ 焦点距離 6.2mm～18.6mm
（焦点距離の35mm 換算値 ： 約37.5mm ～約
112.5mm相当）

F値 F2.8 （W） ～F5.2 （T）
レンズ構成 5群6枚 （両面非球面レンズ3枚使用）

ズーム方式 電動式

レンズバリア 電動式

デジタルズーム倍率 約4倍
画像モニター 形式 LCD

イ メージサイズ 2.4型
ド ッ ト数 約11万ド ッ ト

輝度調整 輝度調整2段階(エコモード、 ノーマル）

再生機能 1コマ、 インデッ クス （9画面）、 拡大 （最大8倍まで、 スクロー
ル可） 、 フォルダ表示、 カレンダー表示、 回転表示、 音声再生、
スライ ドシ ョウ、 動画再生、 選択消去、 画像/音声コピー、 デジ
タルフ ィルタ （白黒、 セピア、 赤、 桃、 紫、 青、 緑、 黄）、 明る
さフ ィルタ、 ト リ ミ ング、 リサイズ、 フレーム合成、 赤目補正、
プロテク ト、 DPOF機能あり、 起動画面設定
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フォーカスモード オート フォーカス、 マクロ、 無限遠、 パンフォーカス

AF方式 撮像素子によるTTLコン ト ラス ト検出方式
（マルチ／スポッ ト／コンテ ィ ニュアス切替
可）

撮影距離範囲
（レンズ先端か
ら）

ノーマル ： 0.4m～∞ （ズーム全域 ）
マクロ ： 0.15m～0.5m （広角時）
遠景 ： ∞ （ズーム全域）
パンフォーカス ：

1.5m～∞ （広角時）、
5.9m～∞ （望遠時）

※「ポー ト レー ト モー ド」 「キ ッ ズモー ド」
「オー ト ピ クチャーモー ド」 「プログラム
モード」 では、 顔認識AF可

フォーカス
ロッ ク

シャ ッ ターボタン半押しによる

露出機構 測光方式 分割測光

露出補正 ±2EV （1/3EVステップで設定可能）

撮影モード グリーン、 オート ピクチャー、 プログラム、 夜景、 動画、 ボイ
スレコーディ ング、 風景、 花、 ポート レート、 サーフ＆スノー、
スポーツ、Digital SR、キッズ、ペッ ト、パノ ラマ、フレーム合成

動画 連続録画時間 約1秒～内蔵メモリー／SD メモリーカードの
容量いっぱいまで （ただし最大で 2GBまでの
制限あり）

デジタルフ ィルタ 白黒、 セピア、 赤、 桃、 紫、 青、 緑、 黄

シャッ ター 型式 メカニカル併用電子シャ ッ ター

シャ ッ ター
スピード

1/2000秒～1/4秒、 最長4秒 （夜景モード）

内蔵ス トロボ 型式 赤目軽減機能付オートス ト ロボ

発光モード オート （低照度時）、発光禁止、強制発光、オー
ト＋赤目軽減、強制発光＋赤目軽減（夜景モー
ド時のみ低速シンクロ可能）

調光範囲 広角時： 約0.15m～6m （感度オートの条件にお
いて）
約0.15m～8.5m （Digital SRモード時）

望遠時： 約0.4m～3.2m （感度オートの条件にお
いて）
約0.4m～4.6m （Digital SRモード時）

ド ライブモード 1 コマ撮影、 セルフタイマー撮影 （約10秒後、 約2秒後）、 連続
撮影、 16連写

電源 単3形電池２本 （アルカリ、 リチウム、 ニッケルマンガン、 ニッケル水
素充電池）、 ACアダプターキッ ト （別売）
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電池寿命 撮影可能枚数
約250枚

※撮影可能枚数は CIPA 規格に準じた測定条
件による目安であり、 使用条件により変わ
ります。（CIPA規格抜粋：液晶モニターON、
ス ト ロボ使用率50％、 23℃）

※時間は当社の測定条件による目安であり、
使用条件により変わります。

※単3形アルカリ電池使用時

再生時間
約340分
動画撮影時間
約100分
音声録音時間
約530分

外部インターフェイス USB2.0 （ハイスピード対応） /AV端子

ビデオ出力方式 NTSC/PAL （モノ ラル音）

PictBridge 対応プリンター PictBridge対応のプリンター

印刷モード 1画像印刷、 全画像印刷、 DPOF印刷

用紙サイズ指定 カード、L、2L、ハガキ、100mm×150mm、4"×6"、
8"×10"、レター、11"×17"、A4、A3、プリンター
設定

用紙タイプ指定 C、 D、 E、 プリンター設定

印刷品質設定 C、 D、 E、 プリンター設定

ふち指定 あり、 なし、 プリンター設定

外形 ・寸法 約96.5 （幅） × 60 （高） × 22 （厚） mm （操作部材、突起部を除く ）

質量 約120g （電池、 SD メモリーカード含まず）

撮影時質量 約165g （電池、 SD メモリーカード含む）

主な付属品 単3形アルカリ電池 （２本）、 USB／AVケーブル、 ソフ トウェア
（CD-ROM）、 ス ト ラ ップ、 使用説明書、 PC接続ガイ ド、 保証書
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記号
「A撮影」 メニュー .................43
Aモード （撮影モード） ...31, 36
Qボタン ..........................36, 38
Qモード （再生モード） ...33, 38
「R設定」 メニュー .................44

グリーンモード  ..................48
|グリーンボタン .............37, 39
i消去 ...............................35, 92
x望遠 .....................................65
w広角 ....................................65
y拡大表示 .............................87
f9画面表示 ............................85
gセルフタイマー ...................74

 16連写 ................................75
bオートピクチャー ..............50
Rプログラム .........................51
A夜景 ....................................55
d動画 ....................................80
Oボイスレコーディング ......116
q風景 ....................................46
<花 ........................................46
Iポート レート  ......................52
Lサーフ＆スノー ..................46
\スポーツ .............................46
cDigital SR ..........................56

 キッズ .................................52
EFHGペッ ト  ......................54

 パノラマ ............................59
Yフレーム合成 ......................57

数字
9画面表示f ...........................85
16連写  .................................75

A
ACアダプター ........................ 20
AFモード  ................................ 68
AV機器 ................................... 91

D
Digital SR c ........................ 56
DPOF印刷 ............................ 115
DPOF設定 ............................ 108

I
ISO感度 .................................. 71

M
3ボタン ................... 37, 39

N
NTSC方式 ............................ 127

O
4/Wボタン ....... 37, 39

P
PAL方式 ............................... 127
PictBridge ............................. 111

S
SDメモリーカード  ................. 22

U
USB接続モード  .................... 126

あ行
赤目軽減cd .......................... 69
赤目補正 ............................... 107
明るさフ ィルタ  .................... 104
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液晶モニターの明るさ  ..........128
エコモード  ............................129
オート, ..................................69
オートパワーオフ  .................130
音の種類 ................................120
音声を再生 ............................118
音声を録音 ............................116
音量を変更 ....................118, 120

か行
カードチェ ック  .......................26
ガイド表示 ................46, 47, 131
顔認識AF&AE .........................46
拡大表示y .............................87
画質 ...................................25, 64
カレンダー表示 .......................86
簡単撮影モード  .......................48
起動画面 ................................133
強制発光b ..............................69
記録サイズ （静止画） ..............62
記録サイズ （動画） ..................82
クイックビュー .......................32
グリーンボタン| .............37, 39
グリーンモード   .................48
言語 .................................28, 124
コピー ...................................101

さ行
再生 .....................33, 84, 90, 118
再生モードパレッ ト  ................47
サウンドの設定 .....................120
撮影可能枚数 .........................143
撮影情報 ............................73, 84
撮影モードパレッ ト  ................45
シャッ ターボタン .......32, 36, 38
十字キー ............................37, 39
消去i .....................................92

初期設定 ................................. 28
ズームxw ............................ 65
ズームボタン  .................... 36, 38
スト ラ ップ .............................. 17
ストロボ ................................. 69
スライドシ ョウ ...................... 88
設定を保存 .............................. 78
設定をリセッ ト  .................... 132
セルフタイマー g .................. 74
全押し （シャッ ターボタン） ... 32

た行
デジタルフ ィルタ  ................. 103
手ぶれ ......................... 56, 65, 73
テレビ ..................................... 91
電源 .................................. 18, 26
電源スイッチ .............. 26, 36, 38
電池 ........................................ 18
電池の残量表示w ................. 19
電池をセッ ト  .......................... 18
動画を再生 .............................. 90
動画を撮影 .............................. 80
ト リ ミング ............................ 100

な行
日時 ................................ 29, 122

は行
パソコン ............................... 126
発光禁止a ............................. 69
パノラマ  ........................... 59
半押し （シャッ ターボタン） ... 32
パンフォーカス3 ................. 66
日付写し込み .......................... 77
ビデオ出力方式 .................... 127
標準= .................................. 66
ファイルNo. ........................... 78
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フォーカスモード  ...................66
フォーカスロック  ...................67
フォーマッ ト  .........................119
フォルダ表示 ...........................86
フォルダ名のつけかた ..........125
プリンターに接続 .................111
プリン ト  ................................111
プリン トサービス店 ..............108
フレーム合成 .........................105
フレームレート  .......................83
プロテク トZ ........................96
別売アクセサリー .................138

ま行
マクロq ..................................66
無限遠s .................................66
モード メモリ  ...........................78

ら行
リサイズ ..................................98
連続撮影1 .............................75
露出を補正 ..............................72
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アフターサービスについて

1. 本製品が万一故障した場合は、 ご購入日から満1年間無料修理致しますので、
お買い上げ店か使用説明書に記載されている当社サービス窓口にお申し出く
ださい。修理をお急ぎの場合は、当社のサービス窓口に直接お持ち く ださい。
修理品ご送付の際は、 輸送中の衝撃に耐えられるよう しっかり梱包し、 発送
や受け取りの記録が残る宅配便などをご利用く ださい。 不良見本のサンプル
や故障内容の正確なメモを添付していただけると原因分析に役立ちます。

2. 保証期間中 ［ご購入後 1 年間］ は、 保証書 ［販売店印および購入年月日が記
入されているもの］ をご提示く ださい。 保証書がないと保証期間中でも修理
が有料になります。 なお、 販売店または当社サービス窓口へお届けいただ く
諸費用はお客様にてご負担願います。 また、 販売店と当社間の運賃諸掛りに
つきましても、 輸送方法によっては一部ご負担いただ く場合があります。

3. 次の場合は、 保証期間中でも無料修理の対象にはなりません。
• 使用上の誤り （使用説明書記載以外の誤操作等） により生じた故障。
• 当社の指定するサービス機関以外で行われた修理・改造・分解による故障。
• 火災 ・ 天災 ・ 地変等による故障。
• 保管上の不備 （高温多湿の場所、防虫剤や有害薬品のある場所での保管等）

や手入れの不備 （本体内部に砂 ・ ホコリ ・ 液体かぶり等） による故障。
• 修理ご依頼の際に保証書のご提示、 添付がない場合。
• お買い上げ販売店名や購入日等の記載がない場合ならびに記載事項を訂

正された場合。

4. 保証期間以降の修理は有料修理と させていただきます。 なお、 その際の運賃
諸掛りにつきましてもお客様のご負担とさせていただきます。

5. 本製品の補修用性能部品は、 製造打ち切り後 5 年間を目安に保有しておりま
す。 したがって本期間中は原則と して修理をお受け致します。 なお、 期間以
後であっても修理可能の場合もありますので、 当社サービス窓口にお問い合
わせく ださい。

6. 海外でご使用になる場合は、 国際保証書をお持ち く ださい。 国際保証書は、
お持ちの保証書と交換に発行いたしますので、 使用説明書記載のお客様窓口
にご持参またはご送付ください。 ［保証期間中のみ有効］

7. 保証内容に関して、 詳し くは保証書をご覧ください。
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ペンタックスピックアップリペアサービス

全国 （離島など、一部の地域を除く ） どこからでも電話一本でペンタ ッ
クス指定の宅配業者がお客様ご指定の日時 ・場所に梱包資材を持って
不具合品を引き取りにお伺いし、専門修理スタ ッフが修理を行って、お
客様ご指定の場所に完成品をお届けするサービスです。

電話受付
0120-97-0405 （フ リーダイヤル）
受付時間 ： 平日　8:00～21:00

土 ・ 日 ・ 祝日 ・ 年末年始　 9:00～18:00

［宅配便・郵便による修理受付、修理に関するお問い合わせ］
ＰＥＮＴＡＸイメージング・システム事業部
東京サービスセンター

03-3975-4341 （代）
〒175-0082 東京都板橋区高島平6-6-2

ペンタ ッ クス 流通センター内
営業時間 ： 9:00～17:00

（土 ・ 日 ・祝日および弊社休業日を除く ）

ＰＥＮＴＡＸイメージング・システム事業部
大阪サービスセンター

06-6271-7996 （代）
〒542-0081 大阪市中央区南船場1-17-9　パールビル2階
営業時間 ： 9:00～17:00

（土 ・ 日 ・祝日および弊社休業日を除く ）
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